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された『スイスの歴史~ (イム・ホー フ[1997])の訳語を踏襲する。 したがって，国家としての，あるいは政治単位として
のスイスについては， rスイス盟約者団」あるいは「盟約者団Jの語を用い，また 1798年から 1803年の単一制国家を





































な不都合が生じる。例えば， Bod皿erという人名は，標準ドイツ語に従えば. rボドマー Jあるいは fボー ドマー 」と
表記するのが自然であり，実際，本稿の中でも触れる， Johan G. Bod皿erは，イギリスに渡り活躍していたこともあっ





































































































































































































































































































































































































































































































































































































献として，ロレンツ・ストゥツキの『スイスの知恵~ (原題，Das Heimliche Impen'um: ~匂 ιüeSchweiz reich wurde) 

































































51北村次ー [1964]，戸原四郎 口958]，藤田幸一郎 [1984]。なお，北村が [1964]の459頁で言及しているスイスの綿






















































































































63 Nobs [1915] 



















て 1992年に公刊されたスイス史研究の現状についての研究史の概観(AllgemeineGeschichteforschende Gesellschaft 


































69 Veyrassat [1982] 
70 Bernegger [1990] 
71 Biucchi [1976]， 627-630頁。














































































































80 Veyrassat [1982] 























































































































































































































































































































































103 Korner [1990]， 15頁。
10~ 17世紀にスイスと「永久同盟Jを結んだフランスは，年金盟約者団に対して，塩と穀物のスイスへの輸出制限を行
わないことを確約し，かっ関税上の特典を与えた。









































































































































































調して， Tuchli， Bombasin， Zwilchといった品目の生産活動に対するロカルノ出身者の貢献を評価していないe これ









121 Pfister [1992]， 57・58頁。
122移植産業である絹工業や綿工業では，いずれも原料生産の土着化の努力がなされた。このうち桑の栽培と蚕の飼育に
関しては，幾分の成果がみられたが，棉の栽培はさしたる成果を生まなかった。 "Ueberdie Moglichkeit und Vor也eile
der Baumwollen-Pflanzung in der Schweiz" [1809]。他方，技術的にはまったく不可能とはし、えない養蚕業も，気候の
寒冷なアルプス以北では条件に恵まれているとはいえず，結局，チューリヒとパーゼ/レの絹工業は，近代にいたるまで
一貫してその原料の大半をティチーノや北イタリアなどの域外に仰いでいた。 Bruppacher口921]，2・13頁。































127チューリヒでは， 1780/81年の多額納税25社のうち， 17社は， 1700/1701年に30位以内に入っていた一族のも


































129 Pfister [1992]， 43-44頁。





























































































































を要しないこともあり，パーゼルでは，早い時期から領内や隣接の司教領の農村に生産が拡大した。 Jenny[1909]， 71 
頁以下。編物業一般については研究が少ないが， 19世紀南ドイツの事例については，森良次 [1998]を参照。























142 P五ster[1992]， 110・112頁。 原棉の売買では，チコーリヒ第2の都市であるウインタートクール市の商人の活動は
極めて活発であった。 Weisz口938]，151頁。























































































15t パーデン南部での 「フェルガーJの語の用例について院は， Dedi [1935]， 29・36頁。および， Teufel [1934]， 3-7頁参
照。フォルアルペJレクでの用法については.Fitz (1985]， 59-61頁， および， Hagen (1947] ， 11・13頁参照。


















































































































































































































































































































れは糸巻き工程も同時に動力化していた。 Pfister[1992]， 88-90頁， 262頁。 Rappard[1914]， 89頁。水力掠糸機を備
えた絹撚糸場はこの 2例にとどまったが，工場制の技術基盤が，すでに 18世紀のチューリヒにおいてかなりの程度整
備されていたことを傍証する事例といえよう。
17'1 Pfister [1992]， 125-127頁。
175 ポーデン湖南岸， トウールガウの大部分と，ザンクト・ガレンの北部地岐には綿工業は普及しなかったが，これらの
地域では， 19世紀初頭に至るまで亜麻工業が残存した。
























































































































190 Oberhansli [1982]， 8頁。
191 Oberhansli [1982]， 9・10頁。
192商業的知識や資本金の獲得に際しては，しばしば婚姻関係が重要な役割を演じた。Oberhansli[1982]， 8頁。
Stauffacher [1986]， 170頁。























1例 Ostschweizは，明確に定義しうる地理的概念ではないが，通常，ザンタト ・ガレン，両アッベンツェJレ， トウール
ガウの各邦を包括する地域として，また広義には，グラールスをも包括する地域として用いられる。狭義の三邦で， 1800 












































民違は，苛烈な支配に抗して裁判共同体の連合を結成し， 1379年. rアッヘンツェル ・ラントJと称して支配からの離


























































































211 A. Tanner [1982]， 15頁。




東スイスでは， Bauelstuckと称された捺染向けの純綿布の製造は， 1720年代から 1730年代
の時期に開始された。当初は非常に厚手のものしか製造しえなかったが，アウサーローデンの紡
績工はやがて細糸の紡績にも習熟し，薄手綿布の織布が可能となっていった。およそ 1750年前

















亜麻製品生産が活発となった。 綿紡績業は， 1730年代にチュー リヒの前貸商人によって導入された。 1760年頃までに
ザンクト・ガレンやアウサー ロー デンの問屋商人の影響下に入り， 1780年代には重要な綿糸生産拠点となっている。 ト
ツゲンプルクも新教・旧教両派の併存地域であるが，ここでも綿工業はまず改革派地域で普及した。 1770年代には織布




展していた。 Wartmann[1875]， 131・134頁。 I-lungerb盆hler[1852]， 6頁， 22・23，28・29頁， 37頁以下。



































211 Wartmann [1875]， 87・89頁， 148・150頁。










































































228 18世紀末には，アウサーローデンの問屋商人の大半は， 20人以上の家内労働者を組織していた。バルト Waldの
Walser， Kriemler & Co血p，へリサウの多数の貿易商人，たとえばGebTUderEntzは，前貸商人としての活動を18世
紀後半も維持していたから，両者の兼務もまったくみられないわけではない。しかし貿易業務は多額の資本と豊富な経
営資源を必要としたから，貿易業務を兼業する問屋商人は，一般に100人以上を雇用するような大規模問屋商人であっ
た。 A.Tanner [1982]， 22， 30・31頁。
229 Wartmann [1875]， 108・110頁。
:!30 これは，既存の亜麻金庫を模倣したものである。綿製品を取り扱う商人に，販売までに必要な資金を仕入れ価格 8





























旧的な社会的基盤が確保されていったJ佐藤勝則 [1992]， 452頁。また反封建闘争一般については， r農村民からの共
同地横奪に由来する農民戦争や，その後の反宗教改革の過程でも， ドイツ諸邦とは異なり，アルプス ・オースト リアの
山村農民の反封建闘争は，封建勢力に対抗する全面的対決とはならなかった。アルプス・オーストリアの山村農民は，

















係強化を目指して独自の努力を展開した。 U.イム ・ホープ [1997]，213頁， Eisterer [1995]0 
23"これに関して，ネーゲレはウィーンの新聞が 1946年に用いた表現を引用しているが，これもまた印象的である。 rス

























236 Fitz口985]，56，58頁。 Nagele[1949a]， 151頁。
237フォルアJいペルクは南ドイツの先進的綿工業地帯に隣接しており，早くから綿工業が行われていた可能性も否定でき













1813年の数字では，中下層の人口 40%の層は.総資産の 10%しか，また人口 70%で総資産の35%しか所有していなか







その後も，織布業の就業者は紡績業の就業者の 7分の 1以下であった。 1796年には，織機台数




1770年には 1万人， 1801年には 1万 8700人， 1809年には2万人に達した。 1809年には，フ














Hofmann [1926]， 306頁。 Nagele[1949a]， 57頁。
240 Hofmann [1926]， 303頁。
2-1 I Hofmann [1926]， 303・304，307頁。
2.2 7ォルア/レベルクの北部の村落Dornbirnでは，年間3万グルデンに相当する綿糸が生産され，スイスに輸出されて
いた。 Hofmann[1926]， 306， 319・321頁。 Nagele[1949a]， 57頁。
243 Fitz口985]，54-57頁， N句ele[1949b]， 28・31頁。
24-1フォルアルベルクからライン何をさらに遡った所に位置するグラウピュンデン北部の工業化は，フオノレアJレベルクと
きわめて類似した過程を辿った。これについては， N agele [1949a]， 32・36頁.240・244頁，294・299頁を参照。ネーゲ
レは，スイス東部とフオJレアJレベルクの密接な関係を各所で強調している。
















範囲はポンドあたり 8シュネラーから 36シュネラーであった。しかしその後， 細糸，あるいは極細糸の生産も行われ
ていたとみられ， 18世紀末には， 1ポンドあたり 80・120シュネヲーと，東スイスの数字には及ばないもののきわめて
細い来が，手紡績によって製造されていたことが確認される。これに対して，ティロールで紡績される糸は細糸でもせ










なお 18世紀ザンクト ・ガレン，フオルアJレベルクの刺繍業で生産されたのは， 鎖編・鎖縫刺繍 (Ke悦estichstickerei)
であった。これは， 鎖編みした刺繍糸を刺繍地に縫いつけるもので，すべてを刺繍糸として刺繍する場合に比して短い
時間で製造が可能である。Glafey口937]603-604頁， Jenny [1909]， 47・58頁。 刺繍品の実例については， Textilmuseu皿
口983]参照。







































251 A. Tanner [1992]，170頁， Jenny [1909]， 9-11頁， Nagele [1949a]， 191・196頁。 Wartmann[1875]，164頁。
お2 フォルアJレベルクの問屋商人がザンクト・ガレンで原棉を調達していたことが， 1773年の記録で確認される。 1718
年のオスマントルコ帝国とオーストリアとのパッサロピッツの和約の後，両国間の通商関係が聞かれると，ウィーンの
特権貿易商会も原棉調達に参入し，マケドニア棉などを供給していた。しかし 18世紀の聞は，フォルアJレベルクの企業
は遠隔地からの原棉調達の能力を持たず，近隣のザンクト・ガレンの原棉市場に依存していた。 Nagele[1919a]， 44， 
64員。 Hofmann[1926]， 318・319頁。
253 Wartmann [1875]， 182頁。






















255綿布に対する内国関税は当初 5%の従価税であったが， 1767年に従量税に変更され， 綿布の基準価格は， 1 'yェン


















制 Hofmann[1926]， 302， 306頁。








































































263大陸の生産拠点に占めるスイスの捺染業拠点の位置につb、ては， Levy-Leboyer [1964]， 51頁以下を参照。ノレポワイ
エは，西ヨーロッパの捺染経営の分布として，以下の表を示している。{同， 51頁。一部体裁を変更して転載)
1760年 17邸年 1806年 1827年 1840年 1852年
ジュネープ 7 12 5 1 。
ヌシヤアル 9 10 5 5 5 
ノ4ー ゼJレ 6 2 
ミュルーズ 15 27 22 27 40 21 
盟約者団4都市の合計 31 55 32 33 47 21 
ノレー アン 1 38 46 90 44 
パリ 3 13 12 111 
リール 。 3 6 91 
フフンス全土 21 100 166 87 
ガン 12 19 13 
マンチェスター 93 120 























































266 インド更紗製造禁止令は，Jレボワイエによれば1686年 10月25日である(Leboyer[19641， 51頁)。それに対して，














のAbrahamFreyが1756年に捺染業を開始した。また閉じくジュネープのDanielPi∞t，L.・C.Fazy， Girod et Sennは，
1761年にリヨンにも捺染場を設けた。パーゼルから，あるいはミュルーズからアルザス「内地Jへの移住は少ないが，





















これは 1770年代には 600から 700人の労働者を雇用しており，当時のヨーロッパ大陸でも有
数の規模であったと推定され， 1828年まで存続した。ローヌ何の水力を利用しうるこの捺染場
は，布地の平滑仕上げに多数の水車の動力を用いており， r工場」と呼びうる施設であったm。















270 Jenny [1909]， 7-8頁。
271 1691年，ドーフィネからの難民である DanielVasserotは，ジュネーブ郊外のLesEaux-Vivesに捺染場を建設した。
1701年には甥がこれに出資者として加わり，のちに湖の対岸の Paquisにも捺染場を設立した。これは 18世紀初頭ま
でに閉鎖されたo Jenny口9091，6頁以下。 1706年以降のファヅィ家の事績と捺染業での活動については， Kupper 
日984]，14・16頁。
















「新工場(Fabriquenueve) Jである 2780 この工場は，パケー(Claude-AbramDu Pasquier， 












に.また 1732年.Moise GodetがCortむllod近郊のPrede laGouileに，さらに 1735年には，Mme. Des Plans等が













































28<1 Kupper [1984]， 31-34頁。
蜘詳細については次節参照。 1810年以降，パケ}家が関わる事業の社名は以下のように変遷している。 DuPasquier 
d'lvemois et Cie.(l810・1814)，Du Roveray， d'Ivemois et Cie. (1815・1823)，D'ivemois， Du Pasquier et Cie. 
(1824・1838)，Pourtales et Cie.， Pourぬ1白 (1839・1847)，Du Paquier et Cie.(1848・1862)，James Du Pasquier et Cie. 









































1740・60年 1760・80年 1780-92 1792・98 合計
年 年
染色布製造 55 12 43 . 110 
綿布捺染・インド更紗捺染 4 . 2 . 6 
綿紡績 1 . 3 4 
繊維捺染 4 . 4 8 
綿織布 2 1 5 



































な貸し出し金利は2.75であったが，ミュノレーズではこれは5%から 6%であった。 Eusterbrock[1968]， 17頁以下。
293 Leboyer [1964]， 51頁。
29-1フランス関税制度の詳細と，ミュルーズへの影響については，服部春彦 口968]，284頁，古賀和文 口983]，9・11頁，

















年以来， rゲマインデJGemeinde oder Landgemeindeとしてほぼ領邦都市に匹敵する地位を認められ，共同体農民は
















































297 Dedi [1935]， 29-36頁。
298 Dedi [1935]， 29-36頁。
299 1749年，政争でベ/レンを追われたJohannFrieむichKupferは，辺境伯の誘致に応じてパーデン南部に繊維製品の
マニュファクチュアを設立した。これも捺染場とみられる。 1802年にこれは閉鎖され，その後政府の管理となって放置
されていたが， 1808年にMerianund Kochl血社の所有となった。同社の出資者は，ミュルーズ出身の NikolausKochlin 
und Bruderと，パーゼJレ出身のGebruderund Vettern Merianである。 Dedi口935]，36-40頁。
300 Dedi日935]，30-3S頁。 f1ツルツァッハ ・ポンド(ZurzacherPfund，=3SLot=528，459g)から， 4分の7エレ但le)






301 M剖ler[1965]， 32・37頁， 44頁， W. Fischer [1960]， 194・196頁， Dedi [1935]， 36頁以下，Teufel [1934]， 12・14，
22・26頁。
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30~ Teufel [1934]， 3・7頁。
305最初の捺染場の設立の翌年にも，同様にジュネーブからの亡命者が設立した。 Fischer[1960]， 195・196頁。 Dedi
[1935]， 41-43頁。
306 1780年代，チューリヒ市内にある 5-6社の捺染企業の総計で，約 2000人を雇用していた。チューリヒの捺染生産
能力はスイス全体の5分の 1で，ジュネープやヌシャテJレ，ミュルーズに近い生産規模を有しており，低品質の大量生
産品を中心に生産した。スイス西部の捺染業の場合には，貿易商会と捺染企業との聞に密接な資本関係がみられるのが
普通であったが，チューリヒでは，こうした関係は，次項で触れるピーターマンの例と，Frey & Pestalozzi und Trachsler 
の例のみであった。チューリヒ以外では，アールガウでは捺染場8-9か所(捺染台400台)，グラー Jレスでは捺染場4か
所(500台)といった規模であり，その他にもいくつかのカントンで捺染業が行われていた。アールガウの捺染業はモンベ
リエ出身者によって導入されたことが確認される。トクールガウでは， Bernhard Greu旬rvon Kefikonという人物が，
1765年に捺染業を開始したが，これは百年後の 19世紀後半，スイス最大の捺染企業となった.こうしたスイス東部の




























されたヤスマス捺染所を模倣して，地元の有力商人のGonzenbachが設立したものである。 War回 ann[1875]， 575頁
以下。
3曲 1733年にサウスカロライナに，また 1739年にジョージアに棉の栽培を移植し，アメリカ合衆国での原棉生産の先




















Thellusson リヨンから避難したプロアスタントの家系。 1572年にジュネーブに定住，絹撚糸業を営む。 Isaac
宜もellusson(1690・1755)はパリに居住， τ'our句n&G凶guer社を設立して財をなした。その息子の
George-Tobie0728-1776)は，Thellusson， Necker & Cie.の共同出資者。 George-Tobieの甥にあた
るPierre-IsaacThellusson (1760・1809)はイングランド銀行の取締役。
Mal1et ルーアンから移住， 1557年頃ジュネーブ、に定住して布の売買を営む。のち銀行家となる。 Isaac
















Hentsch イギリス出身の HenryHentsch (1761・.1835)は，ジュネーブ企業がリヨンに設立したインド更紗捺
染企業を経営，後ジュネープで独立， Soieries et Commissions，後の Hentsch & Cie銀行を設立
した。外国投資を展開，イタリア，アメリカ合衆国でも事業を展開したa
Aubert ドーフィネの出身でジュネーブに移住。 Jacques(1677-1743)の子弟はロンドン， トリノで銀行業。
Charles Aubert (1784-1854)は，マノレセイユにLouisOdier， Aubert & Cie.を設立，貿易事業展開。





312 Luthy [1959]， 89・90頁， 401・405頁， 544， 722・733頁， Mottet [1987] 61・75頁，Tro玄er[1973]15頁以下。 Leboy町，




J acques I 1732年に，ジュネープ学院のプランデンプルク出身の教授の家に生まれる。ジュネーブ人 Isaac














年に倒産するが.後に再建に成功，貿易業務を展開した。 1776年， Ferd.inand Grandとともに，
フランス銀行の前身Caissed官s∞mp旬の設立に関与。 1779年，ロンドンの会社は倒産，フラン
スで財政関連の公職に就く。







Rivier Iントの家系の出。父は布商人。 J.-T.Rivier & Cお.の社名で，プルターニュの海港で繊維製品等の
輸入業を営む。パリにも拠点をもち.1785年一例年に新しいインド会社の指揮にあたる。革命に
際してスイスに避難，ミラノ，ローザンヌ等で銀行を業営む。 1817年ローザンヌに貯蓄金庫設立。




Wil泊皿 I Wilia皿 Haldimand(1784・1862)。ベルンの家系。祖父はトリノで，父はロンドンで銀行業を営む。
H叫出mand I出自からして改革派と恩われるが，のち国教会に改宗したとみられる。イングランド銀行理事，イ
ギPス下院議員。 1828年ローザンヌ近郊に移住。
Cottier I Francois Cottier( 1780・1843)。ローザンヌ出の祖父は牧師，祖母は銀行家の娘。父はリヨンで商業
を営む。母はベルンの銀行家の娘。 Cot討erはパPで父の銀行を再建.1819年，フランス銀行理事
会の理事となる。Andre& Cottier社には，後にプロテスタントの布商人である Jean-Abraham 
Poupart de N euf1izeが共同出資者として参加。この鮒子は 1896年にBanquede N euflize & Cie. 
に改組され.Union Parisienneの重要な支柱と しての役割を演じる。





Rougemont & Cartier (ベルン)はロンドンにも支底をおき，インド更紗取引を行うが，これやミュ
Jレー ズのDollfusと活発なインド更紗貿易を展開。息子の代にパリの銀行は， Rougemontet Freres 
銀行と改称，インド更紗貿易，植民地物産取引，年金投資を行う。 1786年， Denis De Rougemont 





Pourtales ヌシャテルに避難した宗教難民の家系。 Jacques-LouisPO町 tales(1722-1814)は親戚・友人等から
なる巨大な商業機構を形成。ロンドン，リスポン，オステンド，リヨン，ポンディシエリー，ロリ
アン，ハンブルク，フィラデルフィア，コンスタンチノープルに拠点を設けたD Pourtal白家と密
援に関わるヌシャテJレ市近郊のFabriqueN euve de Co此aillodは，ヨーロッパ最大級のインド更紗
捺染拠点。ミュルーズ.ヌシャテノレを生産拠点とし，ヨーロツパ各地とニューヨークに貿易拠点を
設けた巨大企業体。大規模な東インド貿易も展開。フランス革命によって打撃を受けるまで繁栄。










その子孫にあたる JohannRudolf Forcart (1749・1834)は， リヨンの絹商会で経験を積み，ついで
ナントで綿紡績業に携わる。 1772年にハーゼルに帰国，有力なリボン製造業者.Achil1es Weiss 
に入社し，やがてその女婿となる。 1800年，義父Bieder司 ann(次節参照}の遺産を生かしてJohann
Rudolf Forcart-Weiss & Sohne社を設立。絹製品の生庫と売買を主たる業務とし，かつ多方面の多
角化に成功し. 19世紀パーゼルで最も有力な貿易企業となった。
Ho此血guer I Hottinguerはチューりヒの特許銀行である Leu銀行 (Zinskomission)の取次人としてパリに移
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ジュネー7~のインド更紗捺染企業， Picot， Fazy， Senn & Co.に出資社員として参加した317。それ
だけではなく，ヌーシャテノレの貿易企業Purta1お&Co.と共に，アノレザスの Wesserlingに設立







316 Luthy [1959]， 451頁， 609頁， 629頁， 667・673頁， 723頁， 730頁， Levy-Leboyer [1964]， 53頁， 93頁， 419-421 
頁， 424頁， 431頁， 477頁， Peyer [1968]， 4章， Fohlen [1956]， 110頁， Weisz [1938]， 54頁以下。以下，このピー
ダー マンに関する叙述については，とくに断りのない限りこれらの文献による.
317 Fazy家がジュネー ブに所有した捺染場は， 1785年に 1200人の従業員を有し40000反を製造した当時欧州随一のイ
ンド更紗捺染工場であった。フランスのインド更紗製造禁止令の廃止の後， 1761年に，リヨンにも捺染場を設立したが，
これも 1788年に労働者900人を数えた大経営である。 Leboyer[19M]， 53頁， Capard [1979]， 115頁参照。
B5 
トウールとモンペリエに支庖を置く貿易会社，サン・ピーダーマン商会SennBidermann & Cie. 





















サン ・ピーダーマン商会はこれに出資していたのである。 またサン ・ピーダーマン商会自身も，
これも改革派系商人であるジャック ・ラボー(JacquesRabaud)の海運会社(マノレセイユ)から








320 1786年には，サン=ピーダーマン商会のWesserlingの捺染場は，捺染台 186台，労働者数 1400人を擁してアルザ













易)会社(Societepour le commerce des indes orientales) Jである。資本金600万リープルは，
200株に分けられ，その半ばをラボーが，残る半ばをジャックとスイス諸都市の出資者が出資し












系住民，あるいはジュネーブ，ボーの市民であり，改革派系企業のーっと位置づけられよう。 Luthy[1961)， 91・92，439 
頁。また木崎によれば，ジャック ・ラボーの出身地に近いニームの出で，家名を閉じくするサン・テチエンヌ ・ラボー
は，フランス革命期にフランスにおけるプロテスタントの.地位の改善に最も重要な貢献を行った人物であった。ジャッ
ク ・ラボーも，サン ・テチエンヌ ・ラボーも，ともにジロンド派に属し，いずれも恐怖政治の中で断頭台に送られてい
る。木崎喜代治 [1997]，207頁以下。





オランダ東インド会社に勤務した Salomon，1740年から 44年までイギリス東インド会社の再編にあたり， 1745年に
ルイ 14世に任命されてフランス東インド会社の取締役会に入ったJeanLouis Saladinである。
324設立資本 600万リープル， 200株のうち， 46抹， 138万リープルをラボーが，また 43株， 129万リープノレをサン=
ピーダーマンキ土が引き受け，その他 16株はジュネーブ，1!~ 株はパーゼル， 28株はウインタートクールの出資者に留保









































































328 Dudzik [1987]， Kap.6，参照。













































産，綿糸小売業部門に属しており， 1780/81年の輸出税支払額上位25社のうち 15社，上位 10





















3-1 Pfister [1992]， 78・79頁。 89・90頁。

















糸生産量 量(t) スイス イギリス
18 世 1960トン 2174(1770・79年平均) (手紡工数) 165万4500錘
紀末 (1787年) 2444(1780年) 7万250人 (ジェニー 紡績機82%)
1100トン 7030(1780・89年平均) (1785年) (1787年)
(1799年) 12526(1790年)
1810 680トン 15万3000錘 467万5000錘
年代 (1814年) (1814年) (1812年)
出典:スイスについての数字は， Dudzik [1987]， 64頁，および407頁註7による。これに対しては， Bergier口974]，92












336 1831年，イギリスにおける綿工業の付加価値額は 2530万ポンド，工業部門の 22.4%を占め，建設業とほぼ肩をな
らべて最大の工業部門を構成していた旬同年，羊毛工業の付加価値は1590万ポンド，工業部門に占める比率にして14.1%
であった。これとは対照的に，産業革命以前の 1770年には.綿工業付加価値額はわずか60万ポンド，工業部門の 2.6%
を占めるにすぎず，毛織物工業の700万ポンド， 30.6%に遠く及ばない。 Craft.s[1985]， 25頁。
337紡績や織布に関しては，国際比較を可能にするような研究は極めてわずかである。
338 Wartmann[18751， 158頁。
339 1800年時点で，スイスの総人口は 166万人，イギリスの総人口は 1006万人であった。
102 
19世紀に入るとスイスでも紡績機の普及が始まり，表に示した 1812/14年には手紡績への代

















310 18世紀中頃，イギリスでは， 16番手の綿糸を製造するのがやっとであったとされる。それだからこそ， 60番手まで
を紡績したアークライトの水力紡績機， 80番手にまで製造可能番手を広げたクロンプトンのミュール紡縮機が重要なの
である。
311紡錘と紡車の生産性格差については，タンナーによる推計がある。 ATanner [1985]， 59頁。 (一部項目は省略)
手紡績(紡錘による) 紡車
番手 (メートル番手=1グラムの原棉からとれる長さ:) 68 100 170 68 100 
1メートノレを紡績するのに要する時間(秒) 23.5 29 32 12.2 16 
実質労働生産性一時間で紡績可能な長さ(m) 122 99 84 225 158 
労働一時間あたり紡績量(グラム} 1.8 1 0.5 3. 1.6 

























からそスリン用に 1000回巻きの糸巻きで 20・80シュネラー ， 1ポンドの高級棉から手紡で 150，場合によると 170シ
ュネラーの系が紡がれた。フンガービューラーによれば， トッゲンプルクでは. r湿ったロート糸(nassesLotligam) J 




4フースとした推計を用いて， 1ポンドあたり 170シュネラーとした例を換算し， 170番手との数字を示している。そ
れに対して，タンナーは.1シュネラーを 769メートルと断定しつつ，これを換算して，170番手の場合の労働生産性




これに対して，チzーリヒについて述べたへ}ギは， 1巻きの長さを 1と4分の3ヱレ， 1チューリヒヱレを 60.25cm
とし，かせの周囲の長さを 105cm，したがって 1シュネラーの長さを 1050皿 としている。上の数字との相違が，一般
的なかせの長さの地域的な相違によるものなのか，あるいは個別的偏差なのかは確定しがたい。なお， 通常は，かせは
市場取引において計量単位となるため， 地域の綿糸取引市場の規則で統一されているのが普通であった。ジェニーは，




















































































は競合できなかったとしヴ。さらに 1794年には，ザンクト ・ガレンの商人理事会は， Bauelspinnmaschine-ーこれは
おそらくは比較的厚手の捺染用綿布に用いる綿糸の紡績用の機械であるがーーの開発に対する援助として資金の貸与を
行ったが，これは成功しなかったようである。 Rappard口912]，127頁。 Wartmann[1875]， 144頁， 151・153頁。
飛梓についても，スイス独自の開発努力が確認される。 1801年， Heywolld， Longworthは，ヘノレベティア共和国で
飛梓の特許を取得したが，パノレトマンやフンガービューラーによれば，スイスで使用されていた飛梓は，これとは別に，
ザンクト・ガレンのFlawilで， Johann Conrad Egliという人物によって発明されたものであるという。 Egliは，リヨ
ンでの幅広織物の織布法について耳にして独自に飛持を開発し，トッゲンプルクで実用化に成功したという。War回 ann














































































への輸出環境が悪化しこそすれ，好転することがなかったことは確認できる。 War国 ann[1875]， 125， 174・175頁， V. 
Gonzenbach [1842] 108-110頁。







ロッパ大の活動を行っていたアッベンツェノレのトローゲンの Zellweger商会，およびザンクト ・ガレンの Gonzenbach
商会による記録で確認できる。 Wart皿釦 n口875]，177-179， 180・181頁。
358 1795年にバタピア共和国とされたオランダは，スイス製品に対して高い関税をかけた。また 1797年にはピヱモン
テがフランス帝国領に組み込まれ，ナポレオンの健偏国たるイタリアのチサノレピーナ共和国，リグリア共和国，ローマ





















359 Chronik der Schweiz日987]，322・323頁。
九ωDudzik[1987]， 64・65頁，Wartmann [1875]， 144・14d頁。 Hungerbuhler口852]，47-48頁。
361 この時期のスイスの関税政策については7章の叙述を参照。 War回阻n[1875]， 145頁によると， 1796年，ザンタ
ト・ガレン政府は，イギリスからの細糸の輸入に対して，ポンドあたり 1へラー(Heller)の関税を課すと定めた。































36.遠藤輝明 [1960]， 口962]， [1965]，服部春彦 [1968]，古賀和文 [1983]，内田日出海 [1990]， [1991]， [1992]， 



























同権を求める運動が活発になったが，都市政府によって鎮圧された。 Chroni.kder Schweiz [1987]， 306. 308頁。
:16 イム ・ホーフ [1997]，142頁。



















































動きと結びつき，革命政権を揺さぶることになる。 Bauer口929]，71頁以下。 Lenzinger[1936]， 74・95頁。
373十分のー税については，これが私法的な性格をもっ経済的権利であるか，あるいは公法的な徴税権に基づくのかとい

















ツェン=100ラッペンという通貨呼称体系が定めた。その上で， 40， 20， 10， 5パッツェ

























































へJレベァィア ボー (1802年) アールガウ(1803年九 ベルン(1803年)，フリブール(1803年)，































381 Bauer [19291， 85頁以下。

















































































































総人口(人) 就業者人口(人) 農業(%) 工業(%) サービス業(%)
1798年 1680000 約 800000 約 62.5 25.0 12.5 
1820年 1956000 約 930000 約 60.0 30.0 10.0 
1850年 2392740 約 1200000 約 54.0 33.0 13.0 
1880年 2846102 1315035 42.0 44.0 14.0 
1890年 3315443 1470352 33.1 47.2 19.7 





































1780 1800 1820 1840 1860 1880 1900 1920 
雇用の規模と合わせて，生産価額についても確認する必要があるが， 19世紀前半については
信頼すべき数字が得られない。 19世紀後半については， KolbがDupratの数字の一部を修正し
つつ， 1850年代末について推計している394。それによると，絹工業が 2億 7500万フランで首
位を占め， 雇用で首位の綿工業は 1億 1000万フラン，時計工業が 6000万フラン，綿工業の機
械化と亜麻工業の衰退の後にアーノレガウなどを中心に家内工業として営まれるようになった麦
工業が 5・6000万フランとされている。以下，羊毛工業 3500万フラン，宝飾品工業，刺繍業
各 1000万フラン， 機械工業 750万フランと続く。
この数字では絹工業が綿工業を上回る生産額を示しているが，これは 19世紀半ばからの輸出
主導の生産規模の拡大の反映である跡。 19世紀前半期に絹工業の生産規模がそれほどの規模に
393 Bernegger [1990]， 441頁以下。























































































大分類 小分類 1837年 1842年
企業数 納税額(Fr.) 企業数 納税額(Fr.)
綿工業 原棉売買 9 2900 9 2650 
綿紡績 88 4365 70 3670 
綿捺染 16 1705 15 1241 
染色 15 853 14 650 
綿織布 153 1247 126 1140 
綿製品販売 58 1102 42 654 
機械製造その他 13 780 10 777 
綿工業・綿関連産業計 352 12952 286 10782 
絹工業 生糸売買 11 3900 10 3775 
絹製品製造 71 4769 76 4395 I 
絹染色 4 325 6 395 
絹工業許・絹関連産業許 86 8994 92 8565 
綿・絹工 ワイン・プランデー販売 70 872 65 949 
業以外の製 印刷 ・製本・ 芸術品売買等 40 834 42 1212 
造・販売業 製粉・製パン・穀物売買 90 695 96 866 
石灰 ・煉瓦製造 39 616 48 656 
皮革工業 ・皮革品売買 60 565 65 550 
ピール醸造 10 377 11 636 
家畜販売 82 336 66 294 
羊毛工業 9 311 12 427 
チ」ズ製造 ・販売 38 252 34 259 
木材・家具販売 31 249 29 280 
石鹸 ・蝋燭製造 10 180 9 204 
E麻工業 3 10 2 6 
その他各種製造業 130 1032 142 1320 
その他製造販売業計 613 6329 621 7659 
各種仲介 銀行 5 1275 6 1900 
業 外国企業の代理屈 5 120 10 410 
仲介業務 12 348 17 478 
輸送 11 471 10 403 
投機 4 249 4 249 
各種仲介業計 37 2463 47 3440 
販売業そ 外国製品取銀 125 2240 146 2607 
の他 植民地物産・乾物・化学品 131 2196 136 2379 
鉄・黄銅など取扱 38 729 37 837 
小売業(反物・薬種業物等) 69 247 67 333 
その他 114 1657 109 1739 
販売業・その他計 477 7069 495 7895 
1565 37807 1541 38341 




認する。 19世紀スイスの綿紡錘数は， 1814年 15万3000錘， 1827年40万7000錘， 1843年
74万2000錘， 1857年 107万1000錘， 1870年 181万4000錘と推移し， 1884年には 186万
6000錘で頂点を迎えてた。この数字を各国の生産能力と比較すると， 19世紀に世界最大の綿紡
績国であったイギリスの数字には遠く及ばず，その 20分の 1程度の規模にすぎないが，フラン
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1800 1820 1840 1860 1880 1900 1920 
出典:Dudzik[19871， 478頁の数字より筆者が作成。略号は以下のカントン名を示す。 ZH=チューリヒ， AG=アールガ
ワ， SG=ザンクト・ガレン， GL=グラー ノレス， TG=トクー ルガウ， ZG=ツ}ク， SZ=シュピーツ， BE=ベルン， 8H=シ













































<103この計画と，その後の経緯については，以下の文献を参照。 Wartmann[1875]， 211頁以下， Rappard [1914]， 133 
頁以下，Weisz [19381， 171頁以下， Buchler [1904]， 1頁以下D Jenny [19091， 15・16頁。





















制 1800年1月迄に，ザンクト ・ガレン商人理事会，アウサーローデンの大商会である Zellweger& Comp.それにザ
ンクト ・ガレンのGirtanner& Wegelin(貿易商会}が，それぞれ紡績機5台分の購入予約を行った.また機械工である










"08機械の費用の総計は 25万 3200リープJレと予定されていたから，この無償貸与の額自体は大きくはない。 Rappard
[1814]， 140頁以下。









連邦特許法が制定されるまでスイスで唯一の発明特許であった。 Buchler [1904]， 2頁以下。 Bauer[1929]， 68頁。





















410 当初発行の株式には，年利 12%というきわめて高い固定配当が保障されていた。この 2次発行分の場合， 1次発行
株取得者へ出資額の 12%の配当を配分したうえで，残余から配当を支払うこととされていた。当初， 紡績工場の経営に
ついて極めて楽観的な見通しがされていたことが窺える。 商人理事会からは， 1803年に 8万 fl.の貸付がなされた。























(Wulflingen，ウインタートクーノレ近郊)である 41:50 計画が具体化したのは 1800年，生産の開始
は 1803年であり ，上述のザンクト ・ガレンの会社には 2年ほど遅れたが，設立当初から 8000
錘を擁し，経営的にも成功した企業であった。当初こそ若干の政策的な優遇を得たが，ザンクト・
ガレンの場合と違って早くから自立した。 1817年時点で 1万 5500錘を有し，スイス最大の綿
紡績企業であった。いわばもうひとつの「スイス初」の紡績企業といってよい。
この会社は，ウインタートウールを本拠に， 綿製品の売買その他の貿易業務や各種の製造業を
大規模にを営み，互いに緊密な姻戚関係で結ぼれた Sulzer家， Ziegler家， Haggenmacher家
414トッゲンプルクのそスリン製造業者であったネフ(Christi;阻 Naf)は，ザンクト ・ガレン紡績工場への出資の経験を生
かし， 1803年にチューリヒ湖岸の Rapparswilに紡績工場を設立した。数年後，これはNafの義理の息子への相続を通
じて， Jakob & Rudolf Brandlin兄弟の所有となった。 1817年，この工場はチューリヒ ・オーバーラントの
Joh.Hurlimannに売却された。また後の 1834年には，Brandlin兄弟と Hurli.mannは， Uznabergに当時のスイスで
も最大級の工場を設立している。 Jenny[1909]， 16・17頁。また同じく出資者の 1人であったBernetCaspar Jr.は，
後にMangeに紡績工場を設立し，また同様に出資者である Girtanner& Weglin社も，後にSt.Georgen紡績工場の設
立時に出資した。
















416ここで簡単に出資者の背景について整理しておく。 Ziegler家からは， Heinrich Ziegler(1738・1818)とその甥のJoh.
Melchior Ziegler(1765・1824)が出資した。化学を学んだHeinrichは.チューリヒのElggで石炭採掘を行っていた。ま
たJoh.Melchiorは原棉と綿布の売買に従事していた。 Heinrichの義父が， Jakob Sulzer(1738・1797)であり，このふ
たりが Hardに化学製品製造所を設けた。 JakobSulzerの息子， Johann Heinrich Sulzer (1768・1840)はパリの
Rougemont， Hottinger und Co.で商業実務を学んだ後，上記の化学製品製造所の経営にあたり，また 1791年からは自
ら原棉，綿布の貿易活動に従事し，さらに上記のJoh.Melchior Zieglerとも共同で事業を行った。またJohannHeinrich 
Sulzerの義父が，ハルト紡績工場にも出資する HansKonrad Haggenmacher (1775-1841)であり，またこの義父の





してハルト紡績会社の設立に加わることになった。そして最後， Joh. Heinrich Sulzerの義兄にあたる Joh.Sebastian 
von Clais (1742・1809)も，ハルト紡績会社の設立に関与している。 Joh.Sebastian von Claisの紡績機との関わりは非
常に早い時期に遡る。というのも，産業振興に熱心であったパーデン辺境伯 WilhelmLudwigが， 1775年、著名な機
誠工であったJohannSebastian Claisに，イギリス滞在経験のある人物と連絡をとって紡績機の開発を行うよう要請し








































120工場を所有する「ハルト会社Jの資本金 15万グルデン(=約 30万旧スイスフラン)は，各 5000グルデンの株式 15株





































4201 Carl Sebastian v Cl回s(1800-1858)は，創業時の株主である Joh.Seb. von Claisの甥である。 vonClaisは破綻した
ハルト会社の株主に対して多額の債権を有していた。von.Claisが会社を継承後は順調に業績が回復したが， von Clais 
の本業である銀行業が 1847年から翌年の恐慌で苦境に陥ると，工場以外の資産を売却し，銀行を閉鎖して経営資源を
工場に集中した。 vonClaisの1858年の死去後，機械製造所は売却され， von Clais家の下には紡織部門のみが残され
士。その後， 1860年代にアメリカ南北戦争に伴う恐慌で業績が悪化し， 1865年， 工場はWaldのHonegger兄弟と，





設立 企業名あるいは企業家名 立地(地名とカントン名} 設立時の規模なE 1817年の規模
年 と順位
1800 Spinnereigesellscha氏 St.Gallenザンクト・ガレン 6120鰭で設立。本文参照 6264錘(5)
1802 Hardgesellschaft Wulflingenチュー リヒ 8000鐸で設立a 本文参照 15552鐸(1)
1803 Gebruder Egg Ellikonチュー リヒ
NaflBrandlin Rapperswilザンクト・ガレン 1803年， 3600鐸
1804 Zellweger & Comp. 宜、~ogen 規模不明。機械は輸入。 1814
アウサー ロー デン 年焼失
Escher Wyss & Comp. Z註richチュ リーヒ 5000錘で設立。 4章参照 8580錘(3)
1806 Warth-Tschudi Schwandenグラ-Jレス 規模不明。短期間で閉鎖
1807 Gebruder Tschudi Goldachザンクト・ガレン
1808 Jakob Wild Wolfshausenチュー リヒ 計4100錘(10)
Bubikonチュー リヒ
Weniger St.Gallenザンクト ・ガレン 規模不明。棉・綿商人
1809 Bernet G廿泊nner St.Gallenザンクト ・ガレン 規模不明。綿問屋商人
Spinnerei Buchental Buchentalチュー リヒ
Johannes HUI・limann Rich terswilチュー リヒ 計7500錘(4)
Rapperswilザンクト・ガレン
Weglin & Comp.l St.Georgenザンクト・ガレン 6000錘(6)
Aktienspinnerei 
St.Georgen 
Trauenstein am Zurichチュー リヒ 5184錘(7)
Muhlesteg 
Caspar Huber & Comp. S姐faチュー リヒ 4350錘(8)

















~2:; Furrer [1995]， 18頁。











~ レパント ブラジル 北米 ナポリ 東インド 不明 原棉輸入 綿糸輸入計
1811年 1458226 136241 365607 2955 9064 235664 2207797 118715 
1812年 1273692 39658 1590960 10250 2914560 424493 










































たo1812年に，ザンクト ・ガレンの商人理事会は， 70番手から 130番手の糸は輸入に頼らざる
をえないが， 60・70番手以下の糸は国内で自給できると指摘していた4330 1814年には，チュー






















m 130番手以上の綿糸はスイスでは必要なく，もっぱら再輸出されていたという。 Wartmann[18751， 310-313頁。
H1 Dudzik [1987]， 478頁，服部春彦 [1968]，206頁。
"35大陸封鎖の解除と通商環境の回復により， 1819年には原棉価格は1817年の30%の水準に下落した。 1819年の綿糸































織工の数が3600人から 1万8000人へと急増した 1811年から 1821年の時期である。 1824年には，オ ・ラン県には1
万 1000人の外国人がおり，その大半が工場労働者であったとされる。 Dudz注目987]，67頁， 409頁。












































スイスの綿紡錘数は， 1827年には 40万錘，1836年には 63万 4000錘に達した。 1820年代

























Pestalozziは， 1831年， r工場制 ・機械制 (Fabrik-und Maschinenwesen) Jが高度に発展したことを指摘しつつ，
科学的知識と実践的技術との結合の必要性を強調している。 Dudzik口987]，176頁。
443 Wartmann [1875]， 358頁。





























問屋制前貸商人 29 36 
小売商人・ワイン商人(部分的に小前貸商人も含む) 7 10 
製粉業者，宿屋，革繰工 9 11 
都市の綿取扱商人 5 6 
鋳造 ・機械工ーろくろ工 2 3 
工場労働者・ 工場監督官 2 3 
第二世代の企業家(専門教育を有する者) 13 16 
不明 13 16 
合計 80 (100) 
出典:JagerlLemmenmeierlRohrlWiher[1986]，71頁より，一部表記方法を変更して転載。なお割合を四捨五入したた
め，その合計は 100にはならない。







HO 1817年から 1853年までの時点で，一度でもチューリヒの 10大企業に数えられた25の経営で， 1853年までに消滅
したのは 6経営のみであり，そのうち 4経営は 1826年から 1831年までの比較的早い時期に消誠している。 Dudzik
口987]，117頁。
"50 1828年から 36年の聞に設立された工場の紡錘数の 61%は，既存の紡績業者によるものであり，原棉・綿製品取り






































@Escher & Wvss (Z註rich) 大商人，銀行家等が出資。 4章の叙述を参照。
④J. J. Rieter & Cie.(Winterthur) 










⑤J. A. Biedermann (Winterthur) 
2章の叙述を参照。 1B57年には 1万 5000錘全てがセルファクターという先進的な工場を所有。 1BBB
年には3万4000錘を有し，スイスでは 10番目の規模の企業。
@J ohann Casvar Zellwe2'er (Trogen) 
アッベンツェルのアウサーローデンに本拠を置く大貿易商人。ザンクトガレンの機械式紡績会社に関わ
った後，自ら紡績工場を設立したが，火災で焼失後，撤退。
⑦Trumvler & Gvsi (Stafa. Oberuster) 
Hans Caspar (のちJean-Jacquesと改名)Tr註皿pler-Steinerの祖父は S凶hで絹織機25台を所有する
問屋商人であった。 Jean-Jacquesの代に綿工業に転換。Jean-Jacquesは，チューリヒの貿易商会
Caspar Schulthess & Co.で商人としての経験を積んだ。ウインタートウールの大商人 S旬泊erの娘と
結婚。ローザンヌの貿易商会と共同して活動，とりわけ原棉，砂糖，コーヒーなどの植民地物産の売買
を手がけ，地中海岸の都市で貿易業務を展開した。元同僚の Gysiと共同で， 1811年に Handelshaus
Trumpler & Gysiを設立，原棉売買を行う。1829年にはオーバーウスターの紡績工場SpinnereiKorrodi 
& Pfis句r(1823年設立)への出資(資本金の3分の 2)1こより綿紡績業に参入。 1831年にはスイス初の大規
模織布工場を建設。これは放火によって焼失したが，紡績工場として再建した。次第に貿易から綿製品
生産に活動を移した。 1880年からはτ同国pler家の単独所有となる。 1891年， τH加 pler& Soehneと
改称。 1932年，本社をチューリヒからウスターに移した。





トJとして記載されている。またアルザスの Gebwillerの紡績工場に勤務していた Heinrichは， 機械
制紡績業の将来性に着目，父親を説得して 1811年に 700錘の紡績機を設置した。 1816・17年，オーパ
ーウスターに 1560錘の紡紛工場を設立J 1823年には5500錘に拡張。 1825年のJakobの死去時には，
25万グルデンの巨額の遺産を遣した。 1836年， Heinrichは計5万6920錘を有し(市場占有率9%)，ス
イス最大で， r紡績主j と通称された。 1901年.AG der Spinnereien v.Hch. Kunzに改組。 7工場J 19 
万 1000錘を有し，スイス最大。
















ち， 1808年に ChristianNafが1803年に設立した紡績工場を買収。 1813年には製紙工場を買収して
これを綿紡払工場に転換した。⑨のHurlimann家と密接な姻戚関係をもっ.
⑪Jakob Wild & Comv. /Solivo & Wild / Johann Wild (Wald. Bubikon} 
Jacob Wildの息子JohannesはI 1808年に紡績機を観察する織会を得て，これを強力で模倣， 1817 
年には，オーパーラントに2つの紡績工場を所布し，チューリヒで6位の規槙であった。 1822年のWald
の紡縞工場の設立に際しては，裕福な譲父 Soliv.oから資金銭助をうけた。このJosephSolivoは， 1790 
年代に幾人かの農村前貸商人からの請負いで，各地への商品販売を代行していた。Solivo& Wildは1853
年には4万錘を有しスイス第4位1 1870年には8万5000錘，スイス第3位である。
⑫Johann Jakob Coπodi (Oberuster) 
機械工としてクンツ⑧のもとで働いた。 1816年には自ら紡績業を開始。 1817年には 104錘の紡級機
を4台所有。 1822年， Jakob Pfisterと長携し，資金的基盤を作る。 1826年には， 3768錘を有した。
スイス初の本格的力織機設立に乗り出すが，放火事件後は紡績に専業化。
⑬BeulZlZer (W誼阻血lZen)
元Hard紡績工場②の機械工。 1817年に独立し.Hard紡績工場と同じWむfling四 に7800鐸の， Hard 
の工場とほぼ同一の工場を建設した。 1863年には 10000錘を有している。 1888年に倒産
F 水利権 |⑭HeinrichSchmidO 
所有者の IHeinrichの父は裕福な製粉業者で， 1815年に紡績企業Kolliker，Pfister & Comp.の設立に参加。こ
参入 |の工場は2500錘を有した。 S畑 id，駒lliker& Comp.， Kolliker， Wieland & Comp.がこれに参加。こ
れらはいずれも， 60台から 80台の織機を傘下に持つ問屋商人による企業である。また Heinrichの息































































1790 1810 1830 1850 1870 1890 1910 
出典:Dudzik[19871， 478-479頁の数字より筆者が作成。略号は以下のカントン名を示す。 ZH=チュー リヒ， AG=アー


















の後の状況を整理しておこう。 2章 4節で触れたように，スイス西部の捺染業拠点は， 18世紀





























455 Bodmer [1960]， 300・301頁。
456アールガウでは， 1840年代に多数の捺染所が閉鎖された。またチューリヒでは.19世紀初頭に掠染業の拡大がみら
れ， 1827年に 19の捺染場を数えたが，その後はやはり減少していった。これらチューリヒの捺染場は概して小規模で
あり，例外はI 1855年に426人を雇用し，またローラー捺染機も使用していたRichterswilのJ.Ziegler & CO.のみで
ある。 トクールガウにも多数の捺染揚があり，そのうち最大のものは.IslikonのGreuter社で， 1837年には400人を
雇用していたが，グラーノレス捺染業の規模には遠く及ばないo Bodmer [1960]， 301・302頁
~57 Bodmer口951]，17-19頁。





































461 Bodmer [1951]， 11・12頁， Oberhansli [1982]， 26頁。
162グラールスから南北アメリカ大陸等への移民は， 1845年から 1890年の時期の総計で8000人，人口の2割に達した。
Oberh泊 sli[1982]， 21頁。












かであるが，大商人であり，政治的にも有力な地位を保った Streiff家， Blumer家， Tsc】ludi





























































470 Oberhansli [1982]， 24頁。
471 Streiff家は，一貫して政治的支配者層として影響力を持ったグラールスの名家のひとつである。グラーノレス初の捺
染場は，このシュトライフ家の出であるヨハン ・ハインリヒ(JohannHe也rich)によって 1740年に設立された。ジュネ
ープの掠染企業家である AntoineFatio (=Fazy， 2章参照)がこれを助けた。ヨハン ・ハインリヒは当初から受託生産を
せず，ベネチアからの原棉の購入から捺染に至る過程を自己1勘定で行っていた。 輸入した原棉をグラールスの農村部で
紡績させ，これをアッベンツェルの織物問屋商人に織布させて，これを従兄弟が漂白し，捺染は自分の捺染揚でおこな


































-172 Bodmer [1951]， 13・14頁，同[1960]，303頁。

































ける繊維機械メーカーの活動の晴矢といえる。 1817年には， Mathieu RislerとJeremieRislerの兄弟がCernayの紡
績工場を買収し，アルザス最初の機械製造専業工場を設立した。1820年以降，イギリス人のDixonを社員に迎え， Risler 
et Dixon社に改組，蒸気機関や紡績機など，各種の機械を製造した。近隣に位置し，技術水準も高いこのRisleret Dixon 
社は，スイスの綿紡績企業にとっては重要な機械調達先となったとみられるが，この企業は 1829年に倒産している。
アルザス第 2の機械製造メーカーは， Nicolas SchlwnbergelL社であり， 1818年に生産を開始，他社への外販は 1824
年以降本格化した。 1822年にはLeopardMullerがやはりアルザスで繊維機械製造を開始し，また1823年からは繊維
生産企業であった AndreKoechlinの会社も機械製造に軸足を移した。アルザスでは.繊維機械の需要が機械製造業を
生み出す時期は，チューリヒに10年ほど先立つ 1820年代とみられる。 Hau[1989]， 98・101頁。
































自力で模倣した。 1810年6月から 1811年6月の聞に，チューリヒのみでも 50台の紡績機が製造されたとされている。
Bodmer口9601，278頁。 Hofmann[1962]， 32-40頁。
-180エッシャー・ウィース社で紡錘の製造に当たっていたJohannJak.ob Buhlerは，息子とともに紡績機を製造し.1812 
年に Ilnauに自ら紡績工場を設立した。またHeinrichKunzの紡績工場に雇用されていた JohannJakob Coπo出や，
ハルト紡績工場のJohannBeuggerなども，後に組立して自ら紡績企業を設立した機械職人の例である。Dudzik[19871， 
89頁。











































































































































































































































































年まで手作業で開綿 ・打棉作業が行われた。打棉工程の機械化で， 1855年には，チューリヒの紡績業の総雇用 6032人
のうち，工場外での就業者は 173人にまで減少した。 War回 ann[18751. 489-491頁
185エッシャー・ウィース社では 1817年に複式機に全面移行した。 Dudzik口987]，142頁0





















































¥ 対象カントン 雇用に占める割合(%). 就業者数児童 女性 男性 (人)
1814 チューリヒ 37 3000人以上
ザンクト ・ガレン 68 1700 
1827 チューリヒ 48 23 29 5000 
1845 ザンクト ・ガレン 44 32 24 2157 
1855 チューリヒ 28 34 38 5859 
1865 ザンクト ・ガレン 21 43 36 1929 
1880 ザンクト・ガレン 14 43 43 1964 
出典:Dudzik[1987]，71頁。 Treichler[1858]，36-43頁。ただし一部記載方法を変更。 1855年のチューリヒの数字は，































ルガウの 3カントンにすぎないe チューリヒでは 1815年の法が児童労働に関する規定を定めていた。内容は以下の通
りである。 1，9歳以下の児童の工場での雇用を禁止。児童に学校教育と宗教教育を受けさせる義務を両親に対して課す。









る。 Buchler[1904]， 14・15 頁。 Dejung~uoff[1937]. 46頁。




になった。 Oberh盆nsli[1982)， 61， 99， 117頁。














































-197 JagerlLemmenmeierlRohrlWiher [1986]， 54-60頁。






































































































1800 1810 1820 1830 1840 1850 1860 1870 1880 
出典:以下の諸文献を下に筆者が作成。Dudzik口987]，4 78-4~r9 頁，服部春彦[1968] ， 116， 206， 319頁，御園生虞[1983]，
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入がみられた。たとえば 1830年の恐慌時にはアルザス綿紡績企業はその生産量の 5分の 1を，圏内販売価格よりもず
っと低い価格でスイスに輸出し，また 1837年には，イギリスやフランスからの同様のダンピング輸出がスイスの紡繍
業者を苦しめた。ただしこうした輸入は一時的であった。 LevyLeboyer [1964]， 536頁。 War回 ann[1875]， 498頁。
508 1851年のロンドン万国博覧会では，スイス製綿糸は200番手までの品目で，イギリス製の糸よりも高い評価を受け
た。また 1855年のパリ万国博覧会では，細糸ではフランス糸に，一般の品目ではイギリス糸に匹敵すると評価された。



















先でありつづけた。 1922年には，スイスの企業は，南ドイツで 30万錘，カ織機 8600台を所有していたが，その主要
部分は，パーデン南部のピーゼンターノレへの投資であった。しかし 19世紀後半期になると，スイス企業の最大の投資対
象地域はイタリア，とりわけ北イタリアである。スイス企業は，すでに 1868年には 10万8000錘， 1878年には25万
錘をイタリア領内に所有していたが， 1880年以降，さらに投資額は膨らみ， 1913年には90万錘に達した。 1913年時
点では，スイス国外に少なくとも 150万錘， 2万 6000台の織機を所有するに至っていた。これは圏内の生産能力に匹
敵する。同時に遠隔地市場の確保を目指した直接投資もすすめられており， 1913年には， Cosmus Jenny社はロシアで
12万6000錘を有していた。これに，フランス，スペイン，シュレ}ジェン，ベーメン，ポーランド，ルーマニア，プ















































515たとえばハインリッヒ ・クンツの 1873年の事例では，標準的な 40番手の綿糸の価格を 100eすると，太糸である
20番手では64であるのに対し，中細糸の 60番手では 158，細糸の 120番手では366，極細糸の 240番手では678と





































520平均紡錘数は， 1826年の4255錘から， 1853年の 6715錘， 1870年の 1万1480錘， 1888年の 1万5686錘と上昇
していた。 5000錘未満の工場の紡錘数が全紡錘数に占める比率は， 1836年から 70年の聞に 14.9%から 4.9%へと直線
的に下落したが， 5000錘以上 1万錘の規模の工場の比率は， 28.2%から 25.7%に低下したに留まり，それほどの変化
はない。 1万錘以上2万錘未満の工場， 2万錘以上4万錘未満の工場の比率は， 19.7%から 25.8%，17.7%から 25.4%
































































525 Dudzik [1987]， 521・522頁。
526 Wartmann [1875]， 481・482頁。
527 Uznaberg(ザンクト・ガレン)の紡績工場は， 1835年から Mako(エジプト棉)の一部をトリエステで購入していた。
また Rapperswil(ザンクト ・ガレン)のHurli皿叩nの工場も， 1840年代にはジョージア棉の定期的な買付けをリパプー
ルで， Mako(エジプト棉}の買い付けをトリエステで行っていた。 1850年代初めからはエジプト棉は直接アレクサンド
リアで買付けされるようになり，リパプールではより低い価格がつけられた場合にのみ購入されたーまたもともと貿易









































































る。この事件についての詳細は，渡辺孝次 [1998]，250・251頁を参照。 Tri皿pler& Gysiの工場については， Jenny 





535 Dudzik [1987]， 40頁。


























537これはランカシャーでの 19世紀半ばの 54%という数字に比すると高いとは言えず， 1830年代以降，統合企業の比
率が低下する傾向にあったアルザスに比しでも低い数字である。 Dudzik:口987]，226・288頁。アルザスでの統合企業の
解体傾向については，古賀和文 [1983]，19・21頁。
538 J akob GrossmannやSolivo& Fierz，それにHeinrichHClneggerとb、ったスイス企業は， 1840年代から 1850年代
にかけて，パーデン南部に紡織兼営工場を設立している。






































540 Oberhansli [1982]， 23-24頁。
5-11 Bodmer口960]，345・346頁， Bodmer [1951]， 17-19頁。

























6~3 . Wartmann [1875]， 494-495頁0
51~ Dudzik口987]，187頁。
515 1820年代には採算ラインの 1000錘規模の紡績工場の設備投資資金は最高でも 1万 6000フランと少額であったが，
1830年代にはこれが3000錘で9万フラン， 1万2000錘では35万フランと急激に上昇した。 Dudzik[1987]， 178・179
頁。
M6 Johann Jakob WildとJosefSolivoの合名会社は， 1835年のパーデン(アールガウ}への大規模な紡織工場の設立に
あたっては， Carl Bi1leter， Eduard B出eter，Heinrich Zuppm;ger， Johann Heinrich Staubの4名を新たに出資社員に
加えJ Vild，Solivo，&Co皿p.を新たに設立したg Dudzik [19187]， 179頁。
169 
行っていたM7。スイスでも有数の大工場を所有し，比較的資本力に富むとみなされる Heinrich
Kunz， H註rlimann，Kaspar Honeggerとし、った紡絞企業家が， 2万グルデンから 10万グルデ
ン， ときにはさらに多額の資金を， 5%の金利でパーゼルの有力銀行家から借り入れていた。 貸

















548 ドゥチークが挙げた例でも， Forcart Weis & Sohne， Speyr und EhingerといったパーゼJレの有力貿易商会の名が目
立つ。 最も目をひく事例として， Uznabe曙〈ザンクト ・ガレン}への紡績工場設立に関する 18330年の貸付例を引用し
ておこう。設立者は，いずれもチューリヒ出身のBrandlin兄弟と JohannesHurlimannである.このうちHurlimann
は， Rich旬rwil，Rapperswil， Kusnachtに3か所(1、ずれもチュ}リヒ湖周辺地域}に紡績工場を所有し， Rapperswilに
は手織工の問屋制前貸網とトルコ赤染所を有し，スイスでも最大規模の製造業企業である。それにもかかららず，上記
工場設立のための出資分，20万フラシのうち， 7万5000フヲジを，パーゼルのSpeyr& Co.から借り入れている。ま















551 1860年代前半の原棉飢値の時期には， 1854年にチューリヒに設立された大規模株式銀行， Kre副旬nsta1tは，綿工
業企業を支鑑するため大規模な融資を行った。
552上の註の事例の他， 1839年のWolfgangHengglerの工場拡張(6000錘}の事例， スイスでも最大級の紡績工場である
Spinnerei an der Lorzeへの 120万プラン近くに達する貸付の例が確認される。 Dudzik口987]，180頁。
170 
ーリヒの機械メーカーによるものとしては，ブオノレアルベルクにおける 1827年の Escher，
Kenndy & Comp.の事例，及び 1837年の EscherKenndy & Douglasの事例が確認、されるIiS:J。
こうした機械メーカーによる融資は，紡績工場の初期投資額に占める機械設備額の比重の大き
さを背景としていた。この点は，次の数字に明らかであろう。
資料 3・24 紡績工場設立時の費用計算 1861年(BaumwollspinnereiCham) 
1，土地 (約 28ユハルト/1ユハルト=34-37アール)










































他人資本の導入に関 しては，チュー リヒのオーバーラントに紡績工場を所有したJ.R. Guyer 
の資金調達活動について，パイヤー とドクチークがそれぞれ詳細に検討している5&10 この事例で
は，1830年代の半ばに，紡績工場拡張の資金として， 12万 4000フラン，つまり 1836年の固
定資本総額の半ばにあたる額を，カ ントン ・チュー リヒから借 り入れている55品。詳細が確認でき
る 1840年代には，自己資本比率は 600/0台であり ，50年代に入るとこれが 900/0台へと上昇する。
他人資本の主要部分を構成するのは， 原棉取扱商会からの借入れである。 債権者としては，設
5:;:¥この場合，設立時に社員の一員として，機械設備を現物で出資し，数年のうちに出資を解消するという方法か使われ
ている。 Nageli[1949a]， 48，69，99頁，Dudzik [1987]， 180頁。
55~ 製粉業者の家庭に生まれた RudolfGuyer-Wepfは， r鉄道王Jとして著名なGuyer-Zellerの父にあたる人物である
が.1828年，ウインタートウールの原棉取扱商会である Geilinge:r& Blum (Peyerはこのウインタートクールの原棉取
引商会の名をJ.C.Reinhard-HeBとしている)との共同出資で，8台の紡績機を備えた紡績工場をBaretswilのNeu也記
こ設立した。 1830年代前半には8160錘の規模に拡張し.1836年には，社名をReinhard& Guyerと改称している。







立時の共同出資者である Reinhard& Geilinger， Geilinger & Blumという 2つの原棉取扱商会
の名が挙げられている。その他， 2章で触れた J.A. Bidermann商会や， Ott-Muralt商会(17
世紀から絹工業に関与し，また綿を始めとする商品の売買も手広く行う)，それに，原棉取扱商
会であり，また比較的規模の大きな紡績工場も所有する Tru.mpler& Gysi(資料品11参照)の名
がみられる。その他， H. C. Escher558， Huber & Frey， C.Haggenmacherの名前が挙げられて
いる。設立時の機械購入に伴う資金需要のみならず，運転資本としての原棉調達資金の確保が重
要であったこと，またこれが，原棉取扱商会による与信によって確保されたことが明らかである。











556この H.C. Escherが誰を指すのかは確認できなし、 1857年発行の住民禄では，チューリヒの「原棉卸売り業者
(Bau皿wolle，rohe， en gros)Jの項目に， rEscher Hans Caspar， ZurichJとの記載がある。 Weber口857]，213頁。こ





51)7 1853年には，①他人資本比率43%であり，②親族が有する債権 14.2%.③その他の個人・企業の債権が 26.7%.
④チューリヒの十分のー税金庫(DomanenKassen-verw凶tung)が15.1%である。 1860年からは銀行からの借入も加わ











J. R. Guyerの事例では，銀行からの借入れは， 1860年前後に一時的に増大したが，1865年以降は逆に預金に転じた。
1873年に再び多額の借入れを行っているが，全体としては重要性は低い。取引先は，パリの UlrichZellweger & Cie.， 




合併 ・提携の動きが強まる。その事例の 1つが， 1860年に， 6万2140錘というスイスでは最















次ぐ株式会社化の担い手は， 1830年代に設立が相次いだ各地の汽船会社であり 562，また 1840
年代に着手されて 1850年代に本格化した鉄道事業であった6630
紡績業では，過渡的な形態をもっ初期の大規模企業の例を除くと，株式会社形態が目立つよう




株式会社組織に基づくスイス初の銀行は.1837年設立のBankin Zurichであり，フランス銀行Banquede France 
の業務を詳細に研究したうえで設立された。背景には，小営業に少額の貸し付けを行う金融機関が必要であるとするス
イス共益協会の主張があった。 30年にわたって在職した初代の頭取は，チューリヒの絹企業家の家系の出で，1831年
と.1839年から 44年の期間，チューリヒ市長を務めた HaD.sConrad von Muralt(1779・1869)である。なお彼の父は，
4章で詳述するエッシャー ・ウィース祉の出資者の 1人であり，同社の創業者カスパールの義父にあたる Heinrichvon 
Muralt-Landoltである。 SchweizerLexikon [1992]， Band 4， 694頁。また同じく 1837年，チューリヒに対抗意識を
燃やすザンクト ・ガレンでは.Bank泊 St.Gallenが設立されている。
1840年代後半には，とりわけスイス西部で，民間の大銀行に対抗すべく急進派勢力の手によって株式銀行の設立が相


































56~ 1859年にAltsta悦enに設立された織布工場は株式会社形態をとっていた。また 1862年には， Walenstadに設立さ
れた色織物工場が，やはり株式会社として設立されていた。 War凶 ann[1875]， 518頁。 1860年にChamに設立され
た紡縮会社もまた，株式会社形態をとっていた。 BaumwollspinnereienCham [FA Ott 50] ZB.同じく 1862年には，
チューリヒに紡績企業である Bau皿wollspinnereiBulachが株式会社として設立された。 Bau血wolleund Wasserkraft 
[1987]， 45頁。
565ホネッガーカ織機で著名なRutiのCasparHoneggerの会社は，1886年に株式会社に転換し，Maschinenfabrik. Ruti 











































































社は 2年後の 1838年には他企業へのこの機械の販売を開始し，すぐこれを軌道にのせている。また精組綿機 (コー マ
ー)はカートライトらによって開発されたが，当初はもっぱら羊毛工業で用いられた。 綿工業への普及は， 1844年の
J. Heilmannによる改良以降である。アルザスでは， N. Schlumberger & Cie.が早くも 1849年からコーマーの販売を
開始した。 Dudzik[1987]， 200頁， 253頁以下， 438頁。
573アーベック組紡機は1849年に開発され， 1850年代に普及し， 1857年までに大陸の 120の企業に販売された。角運
動量を利用した独特の設計であり，紡錘の高速回転が可能であった。フライヤー組紡機より構造が簡単で，故障が少な
く維持費が低廉であった。またフライヤー粗紡機の半分の面積に設置できた。最大の利点は必要動力が少なく，操作に
要する労働力も 3分の lから 4分の 1に節減しえたことである。ただし，紡錘が大きいため，粗紡の最終段階では使用
できず，第 1粗紡機，第2組紡機として使用された。 Dudzik[1987]， 252頁。
571¥これは，打綿機からコーマーまでのスライパーの運搬は，それまでは筒状の容器を用いて行われていたが，この容器
による搬送を，ベルトコンペア式の供送機構に置き換え，移動と同時に複数のスライパーの結合と均質化を行うもので
ある。この発明は 1824年にイギリスの特許を取得している。エッシャー ・ウィース祉は 1832年にこのKanalsystem
の製造を開始している。





























































になるのは， 20世紀に入ってからのことである。 Baumwolleund J+匂sserkraft口9821，28頁。
579フランスのフルネイロンによる近代的水タービンの実用化は1827年であり，特許取得は 1832年，紡績工場への初
の応用は 1834年のことである。 1837年には，フルネイロンはスイスの隣接する南ドイツのザンクト ・ブラシエン
St.Blasienに，エネルギー効率80%，60馬力のタービンを設けた。 T.S.レイノルズ [1987]，371・384頁。
580チューリヒ最大の紡績工場集積地帯であり，また早い時期に建設された紡績工場が多かったアーア川(Aabach)地域
では，最初のターピン導入例は 1852年から 54年にかけて2例である。導入が本格化するのは 1860年代であり，ジョ
ンパノレタービン，あるいはその改良型である「リータータービンJが設置された。 1870年代になると，接線ターピンや



































リヒでは水力土木技術の蓄積が進んだ。 Baumwolleund Wasserkraft [1982]， 24， 29頁。また織布工を問屋制の形で


































前紡工程 713 664 
精紡工程 1855 1236 
巻取り ・巻替え 755 513 
その他付随の費用 1071 1041 
資本利子 812 1021 
合計 5206 4466 
出典:U re[1836]， XXXii頁。 40番手の糸の生産費。
動力源，原棉輸送，技術水準のいずれの点でも恵まれた条件にあるマンチェスターの生産地に
対する生産費上の優位は，多くの論者が指摘するように，やはり賃銀水準にあったとみなければ
ならない。 この点、は，アルザスとの比較をも示した次の 2つの表にも明 らかである。
1i8~ ドゥチークの示した数字では， 1830年代半ぽから 1840年代半ばの時期には，両市場の聞にはほとんど価格差がみ
られない。ドゥチークはこれを，この不況局面にあったイギリス企業のダンピング輸出の結果であるとし.1850年代に
は30%を超えるに至ったと指摘している。 Dudzik[1987]， 37頁。
585 Streif [1924]， 4-48頁0
586 トリエステからスイスへの原棉の輸送費は， 1ポンドあたり 1ペンス，ル・アープルからは1と4分の1ベンスであ
った。 Ure口836]，xxxi頁。
180 
資料 3・26 マンチェスター・アルザス ・チューリヒの生産費比較(1830年代)
マンチェスター アルザス チューリヒ
(Houldsworth社?) Nicolas Koechlin兄弟社 EscherWyss社
賃銀 52 31 30 
動力・暖房 ・照明 3 11 0/(3) 
利子 (10・15%の原価償却費) 11 17 15 
その他の支出 ・修繕費 10 13 15 
計 76 72 60/(63) 
出典:Ure[18361，lxx吋i・lxxx吋i頁， Dudzik[19871， 425頁。数値は35-41番手の綿糸0.5キログラムあたりの製造コス





(Houldswor血社:1) Nicolas Koechlin兄弟社 EscherWyss社
精紡工 38 14 12 
糸繋工 10 5 3 
統綿工 12 6 5 
雑用工 20 9 8 
出典:Ure[18361， l.x:x叫i頁。主として34.5番手から 41.2番手の綿糸を製造時 (週給 単位=フラン)
上の表は，マンチェスターに対するスイス企業の生産費上の優位が，もっぱら低い名目賃銀の



































原棉消費 週あた 賃銀水準(週給 単位シリング/ペンス} 就業可能
量万 り労働 年齢(歳}
時間 杭綿工 粗紡・ 精紡工 巻換織布工 平均
練篠工 工
イギリス 2億 3400 69 3/0・10/0 416・8/0 25/0・33/0 910・12/0 710・12/0 9 
アメジカ 7700 14111 
フランス 7400 72・84 15/0・16/0 710・8/0 5/8 
プロイセン 700 72・90
スイス 1900 78・84 5/0 2/6・3/0 8/0・10/0 610 4/5 10 
オー ストリア 4/0 8 
ティロール (1200) 72・80 3/4・416 9/0・10/0 319 3/9 8 
ザクセン 500 72 4/6・5/3 3/6 7 











































































資料 3・31 1860年代の工場動力の構成 ザンクト・ガレンとオ・ラン県
水力 汽力 併用
64.7% - 35.3% 





















591 しかも労働集約度をみると， 1830年代以降チューリヒの数字はアルザスのそれよりも低く，チューリヒでの 1000







資料 3-32 紡績に要する費用の構成 (1861年設立の BaumwollspinnereiChamの事例)
Fr. Rp. Fr. Rp 構成比
10番手むけの原棉 1440ポンド (単価Fr.70._) 1008 一 77.8% 
20番手 " 1485 It (単価Fr.85._) 1262 25 
40/44番手 1420 " (単価Fr.96._) 1363 20 
一日あたり原棉費用 3633 45 
労働日 300日とした場合の年あたりの原棉費用 1090035 
総資本額 Fr.1600000.・に対する金利 5%としたときの年額 80000 5.6% 
設備資本 Fr.1250000.-，こ対する減価償却費 5%としたときの年額 62500 4.3% 
一日あたり Fr.300._の賃銀総額の年間労働日換算 90000 6.3% 
年あたり Fr.4._の紡錘あたりの支出 21000錘x4=で 84000 6.0% 
年あたり紡糸費用. 1406535 100% 















す。 BaumwollspinnereienCham [F A 0此50]ZB 
Fr. Rp. Fr. Rp. Fr. Rp. 
1440ポンドの Mule-twist綿糸 10番手単価 1584 一
1.10Ctsとして.
1485 " " 20番手を単価1.25として 1856 25 
1420 " " 40/44番手を単価 1.50として 2130 
紡糸からの一日あたり粗利額 5570 25 
労働日 300日としたときの年間粗利額 1671075 
販売経費などを6%として 100264 50 
a紡糸販売による年間純益 1570810 50 
b年あたりの紡糸製造経費{上の表の年あたり紡糸費用) 1406535 一
c年あたり収益額(a-b) 164275 50 
dうち間接部門の支出(侃rVerwaltungs)として差し引き分20%(cXO.2) 32855 10 
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~\lやや φ ーかやや今今~ o._ra¥l o._ra'b o._far o._raOJ ややや.やややややややややややややややや や 年
出典:Dudzik[l9871，527・528頁の表より作成。なお，グラフ中のアルファベットは，以下の企業名を略したものである。
FJ=F.Jenny， EW=Escher Wyss， S炉Sぬhel，Lo=Lorze， Nne=Neuageri， Sp=Spalty， B=Br也 dl担， UA=Unterageri， 


























チューリヒに本拠を置くエッシャー ・ウィース社(Escher，Wyss & Cie.，以下，本章では 「エッ
シャ一社」と略記)は59~ ， 1805年に紡績企業として設立され，後に 19世紀スイス最大の機械メ
ーカーに発展した企業である。 1955年に創立 150周年を祝した同社は，その後，ウインタート
ウールに拠点をおく機械メーカー，スルザ一社に吸収合併された。
同社については，すでに 20世紀初頭， Franz Hoigneによって包話的な分析(Hoigne[1916])





















































596 Escher-Wyss [1955J， 2頁。
597 Escher-Wyss [1955]， 2・3頁。 Hoigne[1916]， 13・15頁。
598アルザスへの紡績機の導入は 1803年であり，まだこの時点ではアルザスの紡績業はたちあがっていない。 Hau
[1987]， 75頁。ケムニッツでは，紡績機を実見したとはいっても，地下室で用いられているのを窓から覗いたというに












1805年5月，設立集会が開かれ， rエッシャー ・ウィース社(Escher，Wyss & Cie.)Jが設立さ
れた。各8000フロリンの株が， 1株から 2株づっ， 9人の出資者に割り当てられ，定款に署名
がなされた602。カスパールは代表取締役に選任された603。出資者の多くは，裕福な貿易商人や銀




















12. より 多くの資金が事業のために必要となった場合には， 株主の決定による追加的払い込みが，同様の方法で決
定される。



















1 Johannes Escher vom Felsenhof Johannes Escher-Landolt， 1754・1819年.Kaspar Escherの父
1 Johann(註記参照)Kaspar Escher Johann Kaspar Escher von Muralt 1775・1859年， Felsenhof在住
2 Hans Konrad Finsler. alter Hans Konrad Finsler-Escher， 1765-1839年，軍師団長，ヘルベティ
ア共和国国務大臣t Gebr.Finsler & Comp.銀行を所有
























1 Salomon Wys， Associe von Salomon von Wys， 1769・1827年， Kaspar Schluthes & Co.の出資社
Kaspar Schulthes & Co. 員。大銀行家
1 J oh. J akob Meier泊 St.Urban 大尉， Stadelhofen在住， 1763-1819年， リボン製造業者
1 Hans Heinrich Hirzel zum Hans Heinrich Hirzel-Schinz 1773・1844年， 大尉，砲兵監察官，貿
K.ronentor 易商人
1 Direktor Escher zum K.ronentor Direktor Hans Konrad Escher-Schluthes 1772-1814年，貿易商人
1 Direktor von Muralt zum Ochsen Direk旬rHeinrich von Muralt-Landolt， 1747-1823年， Heinrich de I 
an der Shil Daniel Muralt & Sohne社の社長，Johann Kaspar Escher von I 
Muraltの義父，市長Muraltの父
2段目の rJohannJ Kaspar Escherが，本稿で『カスパーノレ」と略記するエッシャー ・ウィース社の創業者である。
Hoigneのこの文献では上欄のように Johannと表記されているが， 他にはこのカスパールの名を Johannと記した文
献は見あたらず，すべてHansC(K)aspar Escherとしている。 (SchweizerLe玄ikon[1992]， Band2， 481頁はその一例)。
Hoigneも依拠する Protokollbuch[1805・1848]で改めて確認する必要があるが， 残念ながらこの表部分については筆者
はノートの作成を怠っており，現時点で確認することができない， 他の部分では，いずれも HeTTCaspar Escherと記
載されているのみであり，やはり現時点では確認がとれない。
表中のHansKonrad Finslerは，ザンクト ・ガレン紡績会社の設立に際してPellisが特許を申請した際に， 財務長官
としてその裁決を行った人物である。カスパールの場合同様，ザンクト ・ガレンの最初の紡績工場が，紡績機に関する
認識を広めるよで重要な役割を果たしたことのもう一つの傍証であるo Rappard [1914J， 134頁。
側これは設立定設に限らず，1812年， 1822年， 1843年の定款でも踏襲されている。これが， 株式の譲渡に株主総会
の承認が必要であることを意味するのか否かは不明である。 Hoigne[1916]， 83・105頁。











































1858年，ヨーハン ・コンラートの孫にあたるゲオルクが事業所を相続してからのことである。 Schib/Gnade[1954]， 13 





































あろう。 Escher-Wyss 日955]，6頁。Ho仕nann[1962]， 144頁。







































































































フロリンを加えても，蒸気機関に比しての水車の経済性は明らかであった。 Hoigne[1916]， 66・67頁。 Hofmann[1962J， 
81頁。





術的才能を示した。 1807年，彼はチューリヒ南部に機械製造所を設け，その後，パーデン大公園の招きで 8t.Blasien 
に赴き，ここで紡績工場， 機械製造所の設立にあたったo 1822年にスイスに帰国すると，アールガウのアーラウで紡
工場の設立を統括した。カスパールはこの時点でボードマーの発明に強い興味を示している。スイスの機械工業の水準
に飽き足らなかったボドマーは 1824年にイギリスに渡り， .ポー ルトンに機披製造所を設けてもっぱら繊維機械を製造



































回 1Dudzik [1987]， 74頁。
仰数年後にはフォルアノレベルクのGanahl& Cie.の紡績工場からも 7万フロリンの受注を獲得した。 Hofmann[1962]， 
130・131頁。
6:13数年後にも，同様の経緯で同じくサレルノ近郊に設立された紡績工場にも，部分的に出資しつつ機械設備を納入した。




門の利潤の 8分の lに与ることとなり，正式に機械製造部門の統括者としての地位を得た。資本金も 14万フロリンか
ら25万2000flに引き上げられたが，発行株式数は据え置かれ，その結果個々の株式の額面は 1万nから 1万8000フ




回ー- 32・47 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 圃陶・司H・・・回同・回同・同町司
開綿機 (Wolf型) 25 2 2 4 4 2 2 1 1 1 4 1 1 
開綿機 12 1 6 5 
BatteuJ・eta1eur 170 8 4 11 11 3 2 8 6 1 1 5 6 
Batteur eplucher 104 1 3 8 10 6 8 7 15 2 1 5 12 15 11 
ベンチレーター 112 8 7 11 10 9 5 2 6 7 3 9 23 12 
椛綿機 1680 20 50 78 100 150 177 E>8 82 48 49 118 108 73 154 239 166 
排煙装置 19 9 3 2 4 1 
Doppel Maschine 37 1 2 4 3 2 2 1 3 8 8 4 
Wattmaschinene 7 2 2 2 1 
Lapping Maschine 440 19 41 58 41 53 72 19 24 5 6 8 8 8 20 26 32 
スライパ}送り機 199 16 17 22 17 9 5 2 12 8 5 24 30 32 
練篠機 Laminoir 408 4 18 32 30 24 32 ~~5 32 17 4 27 23 17 47 27 39 
Tube Maschine 455 27 47 51 60 44 38 87 31 17 15 22 24 12 17 11 2 
フライヤー粗紡機 494 7 29 31 :17 45 30 21 34 22 65 108 65 
ミュール精紡機 750 7 54 67 66 67 63 Ei6 42 16 14 39 13 28 115 93 
スロツス/レ精紡機 127 2 11 ~W 8 22 7 1 15 17 24 
セルファクター 159 3 29 5 7 14 7 10 41 39 4 
Coppingplat 32 11 10 3 8 
紡績関連機披総計 4764 86 220 309 333 387 440 294 310 140 121 234 248 177 414 605 446 

























































639 Dudzik. [1987]， 501頁。その他の繊維機械では，刺繍機がスイス的な生産品目として注目される。1873年，ウィー
ンで開催された万国博覧会では，エッシャー ・ウィース製の刺繍機が出品されていた。Hofmann[1962]， 125・126頁。
6.，0 1830年代のフオルアノレベルクや南イタリアでの紡績工場の建設受注の際に，すでに大型の水車が納入されている。




一一一一一一一 1835 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 
水車 2 2 7 5 4 4 6 7 6 8 6 5 
ターピン 1 2 5 9 18 17 19 
水流調整機 4 1 2 
水力圧延機 3 1 3 6 2 1 1 
伝動装置 18 10 11 18 23 28 19 40 44 52 50 
蒸気船 1 1 3 3 1 2 4 2 2 2 
蒸気機関 1 4 3 4 12 6 9 12 12 
蒸気ボイラー 1 4 8 4 4 10 14 15 22 24 20 
ポンプ{関連機器) 5 7 3 5 5 1 2 6 4 6 7 
温水暖房機 4 2 2 4 3 3 4 4 4 1 4 
蒸気暖房機 4 3 2 1 3 3 2 1 2 1 
乾燥機等 1 2 1 2 1 4 
各種工作機械 2 5 7 3 10 
クレーン 2 3 10 2 
叩解機(製紙機) 16 2 2 2 16 5 9 
製紙機械等 2 2 3 4 2 









早くもその 5年後の 1839年には，エッシャ一社では 1基のタービンが記録されている。また
1842年以降，タービンの生産が軌道に乗ったことが確認される嗣2。その後のタービン製造部門









ビンのエネルギー効率は実に 80%に達していたが，これは当時としては極めて高い性能であった。 Hofmann[1962]， 










































の rMechaniseheWerkstatte und Eisenhammerwerk Joh.Jak:.BuhlerJ ，アールガウの rMaschinenfabrikmit Eisen-
und Metallgieserei von Joh.Rud.EberhandJ ，同じくアールガウの rWerkstattevon Daniel Matter J ，さらにはク
ール{グラウピュンデン}の rMechn.Werkstatte von Daniel Matter Jが，いずれもターピンなどの水力駆動機関を製造
していた。パーゼルでは， 1867年にSocin& Wick社がタービン製造専業メーカーとして設立され， 1873年までに 100
基前後，総出力6000馬力のタービンを製造し，その後は他の機械生産にも参入した。またチューリヒのD也・n胞nでは，





























6<18 スイスの繊維工業での蒸気機関の使用が始まるのは， 18201年代後半以降とみられる。 1828年，チューリヒでは 14
台の紡績機が蒸気機関駆動であったとされているが，その他の文献ではこれは確認できない。 1855年には，カントンチ















ら250馬力の出力の 14隻の船が建造された。また 1842年から 46年にも， 1年間に 7隻の頻度
で蒸気船が製造されている。 1851年には最初のスクリュー船が製造されている。販売市場を見




















652 Hofmann [1916]， 91頁0










ていた 1031台の蒸気機関のうちt 82%にあたる 843台はスイス製であった。輸入品の内訳はJ 56台がフランス製， 45 



























脈を生かしてイギリス人鉄道技師(J.L民 ke)の招轄を仲介するなどの協力を行っていたo Gubler [1915]， 47 sl:。









(Friedrich Peyer im HoOがI 1853年に 「ノイハウゼンスイス車柄製造(ScbweizerischeWaggon Fabrik Ne叫1aωen)j
を設立した。主と して南ドイツ出身の人材から技術導入をはかりつつ，初発から大規模な工場を設立したのである。こ
の工場は，初年度から 150 人の就業者を数えた。 この戦略は奏功し.~立初年度に 「北東鉄道j から 10 両の木材運搬
車輔の発注を獲得し，つづいて同年のうちに 20両の客車と 32両の貨車を中央鉄道に納入した。 1855年にはパリの万


























たノイハウゼンの鉄道車輔メー カー の後身， Schweizerisch・BelgischenIndustrie Gesellschaftであった。しかし 1875
年に連邦軍工廠が設立されると，民間の機械メーカーの市場は縮小し，スイスの機械メーカーの多くは軍需部門から撤
退した。 Hofmann日962]，119-120頁。









いる。 1870年代には300人以上の労働者を雇用した。Wartman[1875]， 641・642頁.Hofmann [1962]， 61・63頁， 82・83
頁， 85・86頁
チューリヒ市内のニーダ一ドルフに拠点をおくライスハウア一社は， 1814年から工具などの製造をおこなっていた。































であるが，これも前述のボドマーの弟子にあたるハインリッヒ ・ツィー グラー の尽力で競争力を強め， 1867年のパリ万
国博覧会では，多くのイギリス製工作機械を抑えて銀賞を獲得している。 Hofmann[1962]， 112・113頁.137・138頁。
665 この地域の工作機根工業一般については，幸田亮一 [1997'b]，174-176頁参照ロ
666 Hoigne [1916]， 77頁。
白67Hofmann [1962]， 140頁によると， 1870年代前半の機械輸出の仕向地は以下である。なお再輸出を含むため，最終
的な仕向地については不明である。単位q(キンタノレ=50kg)
ドイツ帝国 オーストリア ファンス イタリア
1870年 32515 12344 4885 4453 
1871年 46324 9903 4104 1431 
1872年 51148 22996 11291 517 
1873年 66563 15820 11472 1203 
1874年 59757 29532 9082 1543 
1875年 67696 12404 14006 666 
66R Hoigne [1916]， 74・75頁。
205i 
プルクにも工場を建設し， ドイツ諸邦向けの製品の製造拠点、とした刷。
19世紀半ば，スイスには 100か所以上の機械製造所と 50前後の金属鋳造 ・加工所があり，
そのほとんどはドイツ語圏に分布していた。エッシャ一社は最大の規模を有し，また繊維機械部
門以外に本格的な一般機械部門を有するI唯一の企業であったo 1850年に隣接地を購入して拡大





















ターピン，製紙機械，製粉機，製材機械などを製造した。 1869年の就業者数は156人である。 Hofmann[1962]， 136-137 
頁。





























ぎつけたのは 1850年である。その後 1860年代まで，ザンクト ・ガレン近郊の8t.Georgen機械製造所が最大のメーカ
ーであった。その他に，やはりザンクト ・ガレン近郊に.Conrad Burkardt社や， Gruninger社.Ebneter社が刺繍機









675 1870年時点で，ドイツ語圏スイスに本拠を置く機械メーカーの一覧は以下である。 {就業者 100人以上の企業。な
お下線を付した企業は， 繊維機械を製造している)
所在地 企業名 事業内容
チューリ Escher Wyss & Comp. 本文参照。










コン工具 ・機 械製造株式会社 (Werkzeug- und Maschinenfabrik 
Aktiengesellschaft in Oerlik.on)Jとなった。
207 
J.J.Rieter & Comp. 
Gebr.8ulzer 
Rud.Rieter， Winterthur 
Caspar Honegger， Ruti 
Rud. Honegger Wetzikon 










Zach. Ruckstuhl， Wil 
トウール Jak.Gubler， 8teckborn 
ガウ Martini， Tanner & Cie.， 
Frauenfeld 




Marcard & Cie.， (1日Ott& 
Cie.)， Bern 




ゾーロト Werkstat旬 der 
91レン Cen位albahn，Olten 







造部門就業者 736人。紡績兼営であり，紡績部門は 5工場， 6万 9755
錘でスイス 5位の企業。鋳造所は持たない。
1870年時点でスイス第2の規模を持つ機械メーカー。ウインタートゥー
ルの鋳造品 ・針金製造親方である Jakob 8ulzer (1782・1853)は，黄銅部
品を製造していた。 2人の息子はアルザスを含む各地で金属加工技術を
































シャフハウ ゼ ンの植民地物産 商人の息子であった Johannes
Rauschen bach( 1813-188 1)が 1842年に設立した機械製造所。アメリカ
やイギリスの製品を模倣して農業機械を製造。その他，ター ビン， 製粉
機，製材機， 果実圧搾機， ポンプ，クレーン等も生産





























































































679 1858年の数字では，綿糸の純輸出額は，綿布の純輸出額の 30分の 1程度であった。また. 1850年代頃には，原棉
輸入額は年平均で 1000万フラン前後を推移しているが，綿糸輸出と綿布輸出とを合わせた総輸出額は7000万フラン前






























680 Hungerbuhler [1852]， 22頁以下。
681 Jenny [1909]， 8-9頁， Hungerbuhler [1852]43頁以下。




68~ Bodmer [1960]， 292頁.Wartmann [1875]， 521・524頁。
ω5 Jenny [1909]， 25・26頁， Bodmer口960]，294・295頁， Wartmann [1875]， 531・533頁。
686 Bodmer [1960]， 295頁。
6117 Hagen [1947]. 16・17頁。
































業となった。フオルアJレベルクの水は鉄分が少なく， トルコ赤染めに適していたa Nagele [1949a]， 87・92頁。この点
は東スイスのトルコ赤染め業でも同様であったとみられ， 水質がトルコ赤染め品の品質を大きく左右していたことは，
シモンズの報告でも推論の形で指摘されている。 Symons[1839/1970]， 125頁。
690 Bodmer [1960]， 294頁。 18世紀から用いられていたWechselladeは，複数の梓を簡単な動作で入れ替えるしくみ
である。 1830年に発明されたBrochirladeとSpick.platteも同じ目的で使用され， 三色までの織物では大きな威力を発
揮した。 Jenny[1909]， 25頁。 Wartmann[1875]， 529-530， 530・533頁。
691 後には fRatiereJとか rHattersleyJと称された。 Jenny[1909]， 25頁， War回 ann[1875]， 529・530，530・533
頁。




































695 War国 ann[1875]，397頁以下， 613・614頁。
696ただし，マドラスや rMouchoirebarocsJの輸入は解禁され， 1820年代には市場として拡大した。 Wartmann[1875]， 
355頁以下， 610頁。




























698 Thomas Fischer口990]，189・190頁， War回 ann[1875]， 421頁，607-608頁， 613頁以下， Bodmer [1960]， 294 
頁。
699 1830年代になると，東スイスに隣接するグラー ルスでも， rYasmasJと称された綿捺染品などの生産が本格的に
なっており，色織物と合わせて「レパント物Jと総称された。グラー ルスの捺染品の市場の拡大は，東南アジアなどで
も色織物と似た経過を辿っており， 興味深いが，これについては紡績業の発展とともに稿を改めて論じることにしたb、
700 Wartmann [1875]，509頁以下， Jenny [1909]， 36・38頁。オスマントルコでは， 1861までは輸入関税率は従価で5%
を超えることはなく，また通過貿易に対しでも 12%を超えることはなかった。
701 Witschi [1987]， 109-111頁。
702 Wartmann [1875]， 608・609頁， Bod皿er口960]，294頁， Jenny [1909]， 36・38頁。
















カ織機の導入は東スイスでは 1830年代から緩慢に開始された。 1868年に 4000台弱， 1880 
年に 7734台に達し，その後は漸増して 1900年には 8416台になった。他方，東スイスにおけ
る手織機の数は， 1840年の 3万4000台前後から， 1868年には2万5000台前後となり， 1880 










れるに至った。 Rieter社， Benninger兄弟社， Honegger社，Escher Wyss社などのスイス企業
もこれに取り組み， 1860年代には実用的な水準に達した。 1865年には9つの色織物織布工場が
705 Jenny [1909]， 25頁。 Hungerbuhler[1852]90頁以下。
7ω ただし，ジャカード機はカーテン製造などには用いられ続け，またモスリンへの応用も，1850年代後半に開始され
ている。 Wartmann[1875]，474-475， 511， 524頁以下。
707 A Tanner [1985]， 41頁， Dudzik [1987]， 464-466頁， 501頁。
市 1837年までの時点で，スイスに存在した 14の織布工場の全ては，紡績企業によって股立されたものであった。 1853
年には，スイスの力織機の62%は紡績兼営企業によって所有されていた。 Dudzik口987J，226頁。 Bod皿er[1960]， 
341・343頁。




























710 A Tanner [1985]， 39， 41頁。
711 Hagen [1947]， 16・17頁。
712 Tanner [1992]， 173頁， Bod皿er[1960]， 342・343，368・369頁， Jenny [1909]， 34・35頁。平綿織物業でも， 20 
世紀に入ると電機モ ターー を用いて家内工業的に生産がおこなわれている。
713 Hungerb註hler口852]，92頁。 Tanner[1992]， 175頁。
71-1ただし，高度な技術を要するトルコ赤は専門染色業者が染色した骨 1843年には，ザンクト・ガレンには40-45の，ト
ヮ-/レガウでは37の染色揚が存在した。 Wartmann[1875]， 575頁以下。この時期には染色技術も向上しており.1851 
年のロンドン万博では，とりわけ糸染の技術が絶賛されたo hnlah [1966]， 103頁。
715 Nagele [1949a]， 88・89頁。
716 19世紀半ばのトッゲンプルクには， 1800錘から7344錘の規模を有する 7つの紡絞工場が存在した。規模は小さい
ものの，技術的には先進的な工場が多く， 20・70番手の綿糸を製造した。 Hungerbuhler[1852]， 94頁。
717 Thomas Fiscber [1990]， 183・205頁。































719 Tanner [1992]， 175・176頁， Wartmann [1875]， 474-475頁， 511頁以下。
720 Thomas Fischer [1990]， 198-199頁。
721 Thomas Fischer [1990]， 199・200頁。
722 Thomas Fischer口990]，200・202頁。
723 Thomas Fischer [1990]， 201・202頁， Witschi [1987]， 97・98頁。
721ザンクト ・ガレンの商人理事会は，レバントに居住するサンクトガレン人と常に連絡を取り合っていた。 1858年に
は，オスマントルコ領には約690人のスイス人がおり，コンスタンチノープル，スミノレナ，ベイルート，アレッポなど

































725 Witschi口987]，99頁， Thomas Fischer [1990]， 199・200頁。
726 Wartmann [1875]， 616・617頁。
727 Thomas Fischer [1990]， 189頁。Wartmann日875]，609・612頁。
728 Thomas Fischer [1990]， 190頁。Hungerbuhler[1852]89頁， Jenny [1909]， 39頁。
729 Wartmann [1875]， 631・632頁
730 Wartmann [1875]， 621・624頁， Thomas Fischer口990]，190頁。
1S1 Thomas Fischer [1990]， 1卯・191頁liIWa:r回ann[1875]1， 625・627頁。
21B 
アフリカでは，消費者の購買力がわずかで市場規模に限界があったが， 1850年代以降はイギ




























732 Thomas Fischer [1990]， 192頁。Hungerbuhler口852]81頁以下，Jenny [1909]， 39頁。
73:1 Peyer口961]，110・112頁。
7:14 Wartmann [1875]， 632頁。
735 Wartmann [1875]， 633・634頁。ThomasFischer [1990]， 191・192頁。
736幕末期の日本市場の開拓の努力については，中井晶夫 口971]








いた。 1900年の統計では，東スイスでは5万 14911人(うち工場法対象者は 1万6700人程度)
























738 Jenny [1909]， 64頁。
739 Hofmann [1926]， 314-315頁。
HO Wartmann [1875]， 544頁以下。
7~1 
742生産地帯は 19世紀後半にはシュパーベン，シュパルツパルトまで拡大した。 Nagele[1949a]， 193・196頁。
743 N句ele[1949a]， 196頁。

















刺繍業の主流は平繍刺繍であったが，鎖編刺繍業でもt 1865年に， rpariser MaschineJと呼
ばれる一本針の鎖編刺繍機 (Kettestichmaschine)が導入された7回。
他方，各種の刺繍機の導入以後も，アッベンツェル ・インナーローデンを中心に，手刺繍業が







合に「工場」 扱いとなるが，この刺繍 「工場Jの数は1880年の224から 1890年の 181に減少
745 Wartmann [1875]， 521・524，568頁。 Jenny[1909]， 61・62頁。
746 Symons [1970]， 118頁。





これと 1-2人の女性が組になって働いた。 1966年には水力駆動に成功したが，シャトル刺繍機の登場まで， 動力利用は
進まなかった。 Wartmann[1875]， 562頁以下。 Jenny[1909]， 58-60頁。
749 A. Tanner [1992]， 180頁， Nagele [1949a]， 203・212頁， Wartmann [1875]， 575・602頁。
750この機械の生産性は手刺繍の三倍にとどまる。この機械による製品の半ばはフォルアルペJレクで生産されていたa
Nagele [1949a]， 195・196頁。
751 A Tanner [1985]， 123・128頁
752Laurent口891]，22頁。
222 
し， r工場Jに置かれた刺繍機の比率は， 1876年から 1890年の聞にザンクト・ガレンでは56%



























753 Laurent [1891]， 34頁， A. Tanner [1992]， 181頁， 190頁。
754正式名称は， Centralverband der Stickerei-Industrie der Ostschweiz und des Vorarlbergesである。この組織に
ついては， Laurent口891]，4-9頁を参照。
755 Bowring [1837]， 48頁。
756 W町田ann[1875]， 170頁以下，604-605頁。 Jenny日909]，64・66頁。 ATanner 口985]，111-112頁。フオ
ルアJレベルクでも，居酒屋など村の人々の接触の場であり，またその他の消費財を扱うためザンクト・ガレン市場を訪
れるための機会費用が少ない者がフェルガーとなった。 Fitz[1985]， 59・61頁。
757 A. Tanner 口985]，111・112頁。
758刺繍業では，ブエノレガーという言葉は今日でも使われている。 Fitz[1985]， 59-61頁。






























760 A. Tanner [1992]， 181・182頁。Wartmann[1875]， 603・604-頁。
761 War回 ann[1875]， 559・561頁。
762耳目j繍品の生産価額は2500万フラン近くに上ったが，その内訳は，北米向けに 1100万フラン，イギリス向けに700
万フラン，フランス向けに300万フランであった。Jenny[1909]， 60頁。A.Tanner [1992]， 182頁，War回 ann[1875]， 
605・606頁。1885年には，ザンクト ・ガレンからアメリカ合衆国への輸出(主として刺繍品)は，スイスの他のカント
ンのアメリカ合衆国への輸出総額に匹敵した。Laurent[1891]， 11・13頁。
763 Wartmann [1875]， 561・562頁。
































765 Veyrassat[1982]， 159頁。A.Tanner [1992]， 168・169頁。
766 A. Tanner [1985]， 23頁， Fitz [1985]， 54-頁。
767 A. Tanner [1985]， 48-50頁， Veyrassat日982]，179頁。




































769 Tbomas Fischer [1990]， 197・198頁。
770 Symons [1839/1970]， 119頁。
771 A Tanner [1985]， 52頁。
772 Tho皿asFischer [1990]， 198頁。

































774 A. Tanner [1985]， 52-53頁。
775フォルアノレベルク綿工業企業のなかでも古参の一つである Ganahl家は第二次世界大戦後になっても f綿・シュベ
ーツェライ ・染料取り扱いBaumwollen-，Spe回目テ&Farbwaaren Handlung Jの看板を掲げている。Nagele [1949a]， 
95頁。
776 A Tanner [1985]， 23頁， Fitz [1985]， 54頁。
777 Veyrassat口982]，241， 244頁以下。








































































781 Veyrassat [19901， 308-309頁。












1860年 1860年 1866・70年 1880年
総人口に 製造業人口に占め 工場労働者数{人) 全就業 工場労働 全就業者に占め
占める製 る工場・マヌファク 者に占 者数(人) る割合(%)
造業人口 トゥア産業人口の める割
の割合(%) 割合(%) 合(%)
ザンクト・ガレン 39.8 20.9 (1868年)8983 約 10.0 14623 14.0 
トクールガウ 40.1 18.6 (1869年)5900 13.8 7209 15.5 
グフールス 55.1 35.2 (1869年)9629 58.9 8444 48.5 
チューリヒ 41.6 22.5 (1870年)21960 15.9 27859 17.0 
アールガウ 35.6 15.6 12232 13.2 
パーゼノレ都市部 50.6 23.1 (1870年)5188 31.7 6341 34.1 
ジュネープ 43.7 13.5 約5000 10.8 
















せず，反対側のシャトルSchiffiiの動作で繊維を固定する。 Laurent[1891]， 13・14頁， Jenny [1909]， 62・64頁。

































785 Laurent [1891]， 31頁， 35頁
786 A Tanner [1985]， 70頁， Fitz [1985]， 72・75頁。
787 Nagele [1949a]， 258・266頁。ナーゲレは，労働者農夫の存在，それによる階級意識の稀薄さ等を指摘して，フォ
ルア/レベルクの労働者の社会的位置づけは，オーストリアのよりも，隣接スイスの状況にはるかに近い，としている。
788 Laurent [1891]， 24頁。
























出典:以下の諸文献より筆者が作成。 Fohlen[1956]，499頁以下。 Hamil句n[1966]，134・135頁， Lebrun/ Bruwierl 
DhontJ Hanso抗e[1979]，136頁， Pichler[1996]， 74頁， Dudzik[1987]， 478-479頁.Nadel[1976]， 607・609頁。ハ







































は62万2800錘に達している。 Nadel[1976]， 607-609， 615頁参照。ハリソン 口985]，88頁。
イタリアでは，ロンバルディア地方の綿紡錘数は， 1836年4万5000錘，1842年9万2000錘， 1845年 10万 1500



































792 フオfレアルベルク最大の農村家内工業の中心地，ドルンピルンでは， 1806年から 10年の問に，織布工，紡績工の数





(Dombirn)に， Rhomberg & Lenz社が設立した 2016錘の工場である。この Rhomberg& Lenz 
社は?フォルアノレベノレクと隣接のアルゴイ(バイエルン領南部)で，綿紡績工や綿織布工を問屋制


























に設立されている。 Nagele[1949b]， 21・27頁， 31・35頁。
795フオルアノレベルクでは 1830年頃まで手紡が残存していた。Fitz[1985]， 62・63頁。 Nagele[1949a]， 78・89頁。し
たがって，スイスで手紡が壊滅した後も， 15年ほどの間，手紡が持ちこたえていたということになる。この時差の背景
として，関税的保護の有無によるイギリス機械製綿糸の輸入量の相違があると思われる。
796 Hagen [1947]， 13・14頁， 18頁。Weitensfelder[1959]，64， 72， 78・90頁。Nagele[1949b]， 21・35頁。Nagele[1949a]， 
64・72頁。
797 Nagele [1949a]， 73頁。
791 1839年の数字ではフオノレアJレベルクでの人口 1人あたり綿紡錘数は 1.2錘であったが， 100年後の 1933年でも，オ
ーストリア平均では9人につき 1錘にすぎなかった。 Fitz[1985]， 57・59頁， Hagen口947]，19・26頁， Weitensfelder 
口959]，64・74頁。
709オーストリアの関税に守られ.広大な市場を確保しえたフオJレアJレベルクでは，スイス圏内の綿紡錘教が縮小に転じ






















1820年には， Getzner， Mutter & Cie.とともに、プルデンツに紡績工場を建設し，機械制綿紡績業への進出を果たした。
この工場はその後CarlGanahl & Co.と社名を改めたが， 20世紀半ばに至っても4万4022錘， 1000台の力織機を有し
てフォルアJレベルクの綿工業で重要な存在であった。
また上に言及されたGetzner，Mutter & Cie.は， Christian Getznerが設立した企業である。彼は 1806年以来、薬種
販売業(Spezerei)や反物小売業を営んでいたが， 1813年以降、綿手紡工に対する問屋制前貸業務にも参入し， 1817年に
は、スイスの染色所で経験を積んだ父AndreasGasnerを共同出資者とした。その後は母をも共同出資者に加え，














立地 企業名 設立年代 紡錘数(錘) 労働者数(人)
1 Feldkirch Escher & Kennedy 1827 15888 296 
2 Ganahl & Sohne 1833 11280 200 
3 Kennelbach J enny & Schindler 1837 22092 369 
4 Lauterach Ganahl 780 22 
5 Bludenz Wolf& Co. 1836 4320 57 
6 Burs Getzner & Co. 1836 15552 214 
7 Thuringen Escher， Kennedy， Douglas 1837 9088 206 
8 Nenz泊g Getzner & Co. 1831 12048 162 
9 Frastanz Ganahl 1835 4320 78 
10 Grasmayr & Co. 2268 31 
11 Fusach GysiKonrad 6044 133 
12 Dornbirn Rhomberg & Lenz 1813(14) 6984 127 
13 Ulmer & Salzmann 1200 14 
14 Salzmann Johann 1296 21 
15 Ulmer Johann G. 1344 21 
総計 114504 1951 













綿布の売買に進出して成功し，また 1820年代には絹工業 ・捺染業にも進出した。その娘婿である MelchiorJennyは，





高ライン地域内の資本 ・技術の移転の動きといえるだろう。 Nagele[1949a]. 48頁参照。 Hofmann[1962]， 130・131











































































810 Nagele [1949a]， 79-80頁。
811 Hagen [1947]， 15・17頁。
812 1856年，フォルアJレベルク北部のMittelbrunnenに設立された織布工場では，地元ドルンピルンのMaschinenfabrik








































818 Nagele [1949a]， 193頁。
819 また閉じく 1821年には， 1792年の布告と閉じ内容の布告が改めて出されて，スイスとの貿易を禁じた。
Weitensfelder [1959]， 59・62頁。
820 1835年にはI r領土Jと「国境」の概念が厳密に定義され、 「国境地帯jの法的地位が定められて関税と国境管理
にかかわる行政が体系化された。関税政策と国境管理については以下を参照。 Hofmann[1926]， 310-321頁， Nagele 






























22 Weitensfelder [1959]， 58・59頁。
823 Weitensfelder口959]，42-44， 58・62，103頁参照。Nagele[1949a]， 142-146頁。
82~ Fitz [1985]， 57・59頁。




者の出自をあげると， 12人がドイツ諸邦、 11人がスイス、 4人が帝国領内の他地域の出身であり，また3人はフォルア
Jレベルク在住の外国人であった。工場労働者ではスイス出身者が，また手工業者ではドイツ諸邦の出身者が多いという






























828 この「原料問題」については，以下を参照。古賀和文 [1B83].34・35頁， Hau [1989]. 212・230頁。Herkner[1887]， 














スの地元企業がまだカをつけていない時期に目立つ8300 Robert， Petitpieπe & Cie.や， Ziegler， 
Greuter & Cie.などはその代表的な例である。また 1806年のベルリン勅令は，綿製品に限らず
ほとんど全ての繊維製品について，帝国市場を外部に対して閉ざしたから，絹レース工業などで
も，販売市場の維持を目指してスイスからアノレザスへの企業移転が行われた則自 Bary，Bischof & 





















Blech社， Vetter， Thierry & Grossmann社， 繊維機械製造 ・紡績企業である Schlumbergeret 
Cie.ら，アルザスの多数の企業が， Sarasin-Heusler商会をはじめとするパーゼルの企業からの
出資を受け入れていた。またThierry-Mieg社， Sandoz-Baudry社(Sennhe凶 /Cernay)，Rogelet 
830 1808年のナポレオンの勅令は，大企業を所有または経営している申請者に対して， 1年間のフランス居住のみを条
件としてフランス国籍を付与することを定めた。この勅命はスイスからフランスへの企業家の移住を促進した。
制 JEusterbrock [1968]， 22-23頁。
832 Eusterbrock [1968]， 21・26貰。 Ellis[1981]， 82・85頁。 2章の叙述を参照。





1806 Fa.Preiswerk (Basel) ミュルーズに絹製品製造所設置。 1812年に80叫tz移転。
180617 Fa.Meyer (Arbon) ミュルーズの Fa.Dollfusに社員として出資
1807 Sarasin und Heusler (Basel) ミュノレー ズのFa.Schlumbergerに社員として出資
1807 Biedermann & Cie. ミュルー ズ， DornachのFa.Thierry田ldMiegに出資
(Winterlhur) 
1809 Merian-Forcard (Basel) B首hlのFa.Rogeletに社員として出資
1809 不詳 Rouffachにモスリン製造経常設立
1809 de N eufville (B部 el) ミュルーズのFa.Blechに社員として出資
1809 Bridel et Fils (Vevey) ミュルーズのFa.Bridelet Filsを設立
1809 Gebr. Merian (Basel) Thann/LutterbachのFa.Osterried，Haussmann& Cieに出資
1810 Rhyner (Basel) ミュルーズの Fa.Blechに社員として出資
1810 Bridel et Fils (Vevey) Th田mにFa.Bridelet Filsを設立
1811 Gebr. Merian ミュルーズの Fa.Dollfus，Miegund Cieに出資
1811 Laroche， Gemuseus， Mertin ミュルーズのFa.Vetter，Thierryund Grossmannへ出資
de Martin Weck 
1812 Burckhard (Basel) sω叫zに絹レース製造所を設立
1812 Holzacher sω叫zに絹レース製造所を設立
1814 Gebr. Merian (Basel) ミュルーズのFa.Dollfus Mieg und Cie.に出資
1818 8andoz (Basel) SennheimのFa.8andoz，Baudry und Cieに出資
出典:Eusterbrock. [1962]， 35・36頁。この他， Fa.Hosch-Merian (Basel); Schoengauer und Cie.偲asel); 












83-1 Veyrassat口982]，289頁以下， Peyer [1968]， 183-184頁。





























が確立したとみることができるだろう。 1820年代後半の時期， アルザス とスイスには，市場の
分断を前提に，国境を挟んで， 紡績・織布・ 仕上げ(捺染他)の3工程の規模がよく似た綿工業中
838 Veyrasat口982]，306頁以下。 Du也ik口985]，224頁。 紡績工場などの設立にどれだけの資金が必要であったかに
ついて，オーは.Achille Penotの統計の数字などを手がかりに， 1万錘規模の紡績工場， 就業者数百人規模の捺染場を
想定しつつ， f19世紀前半の間， 20から 60万フランあれば，紡績工場をたてることができ，さらに捺染場， 織布場を
も統合した経営でも，せいぜい 150万フランあれば設立が可能であったJとしている。 Hau[1989]， 327・331頁。





840 ミュルーズへの最初のミュ-1レ紡績機の導入は 1802年であった。 1803年にはアルザス最初のローラー捺染機が導
入され， 1805年以降急速に普及した。アルザス北部では，その後の発展は乏しいものの，ストラスプールでも 1801年
に紡績機が導入されている。 Ellis[1981]， 75頁， 81・85頁， Herkner [1887]， 74・76頁， 81・86頁。
841 これは，この時期の紡績粗利の変化に明瞭にあらわれている。 1818年から 1823年の時期，スイスでは 1kgあたり





















































経営数 雇用数 生産量(100万m) 捺染台 ローフー捺染機
年 アルザ スイス アルザ スイス アルザ スイス アルザ スイス アルザ スイス
ス ス ス ス ス
1786頃 27 約62 4300 9600超 6.6 18 1430 3000超
1827 27 11250 18 3850 30 
1839/43 40 約60 14000 29 23 3000超 24 
1856 21 9770 49 3160 95 
1864/67 14 31 8600 約8700 66 約60 1980 来句5600 111 約 11










































いる(第 3章，資料 3-16参照)。スイスの紡績 ・織布業はアルザス市場を獲得し，またアルザス
捺染業は安価な原料を得て，ともに生産量を伸ばしたのである8490 3工程がそれぞれ並立すると
847 1806年から 1834年までに新設された約 130の経営の9割が，綿工業をはじめとする繊維関連の経営であったが，
ミュルーズ市内へ建設されたのは約50経営にとどまった。 l!:usterbrock[1968]， 35・36頁。
818 Hau [1989]， 9章では，アルザス工業の発展に関して，保護主義の負の側面を強調した見方が示されている。




















どのシュパルツバルト山中に位置する St.Blasien修道院は， 1805年にチューリ ヒ出身のボド
マーの手によって機械製造所に転換されJ 1809年には紡績機の製造が，また 1811年には綿紡








はなかった。また 1812年， 1826年の各関税法は，染色，漂白， 紡績，刺繍その他の加工を目
的としてスイスからパーデン大公園に輸入される製品については関税を免除すると定めた制。関
税障壁のこうした低さのために，スイス企業にとっては，アルザスの場合と異なりライン河右岸
850 Wol合amFischer [1962]， 209・268頁。Muller[1945]， 37・39頁。
851 Muller [1965]， 37・39頁。 Teufel[1934]， 29-30頁。













た8570 1834/35年から 38年までのわずか数年の聞に，パーデ、ン南部では，綿紡績工場は 7工場
から 14工場へ，綿染色場は3か所から 6か所へ，綿織布場(力織機を備えた織布工場を含む)は
36か所から 48か所へと増加し，これらの事業所での就業者数も 3840人から 4615人に増加し
た。また，パーデン全体で， 1836年には綿紡錘3万 7898錘，織機 1216台であったのが， 1840 
年にはそれぞれ 10万 5452錘， 2773台に達した。これによって， 1850年代後半までの短い聞
とはいえ，パーデン南部は関税同盟第2の生産規模を誇ったのである制。また就業者21人以上
の経営での雇用総数は，パーデ、ン全体で 1809年から 1829年の 20年間には45%の増加にとど
まったのに対して，関税同盟への加盟を挟む続く 20年間には300%以上の目覚ましい伸びをみ








者数の約 8割を占める。 1809年から 1829年までの 20年間の変化は 800人から 1000人へと僅かな増加にとどまって
おり，関税同盟加盟以前の時期の停滞は明らかである。 W.Fischer [1962]， 284頁， Eusterbrock [1968]， 45-46頁。
854 1815年には，本文中で触れた St.Blasienの紡績工場を除けば， 300人を雇用していたPeterStibの企業， 50人前
後を雇用していたBrombachのGre也er兄弟の綿製造企業，それにJ J. G. GreutherkとGottschalkの綿紡績工場があ
るのみであった。 Muller[1965]， 37・39頁。
855 1847年には、輸入綿糸についての関税がツェントナーあたり 3ターラーと決められた。この関税の影響は，その直
後にスイス資本による紡績工場の建設が相次いだことで確認される。 Dedi[1935]， 65・56頁， Dietsche [1937]， 56頁。
856パーデン大公国政府は、工業的な事業所の設立に必要な特許の交付に際して，国籍上の差別を一切しなかった。
Eusterbrock [1968]， 56・57頁， Dedi [1935)， 145頁。
857 ピーゼ渓谷を除くと、南パF デンでは，フライプルク市と，エノレツ (Elz)川流域に若干の工業活動がみられたのみ
である。 Eusterbrock[1968]， 60・61頁。
858 Dedi [1936]， 48-52， 55-56頁。



























860 Eusterbrock [1968]， 60頁。






863地元企業によって設立された最初の大規模工場は、 1834年に建てられた Schop血eimの紡績工場であり， 1849年に
は1万2720錘の規模であった。この企業は， 1848年に第2工場を設立し，これは 1869年に 27000錘の規模を誇った
が，これにはアールガウの企業も出資していた。 Eusterbrock[1968]， 56・57頁， Dedi口935]，145頁I Muller [1965]， 
42-43頁。
16'1 W. Fischer [1962]， 25-26頁





























8ω 1809年の工業統計では，アルザス南部に 200以上の経営があり， 4万9000人が就業していた。同じ時期，パーデ
ン南部では20経営前後，多く見積もっても 800人の就業者数にしか達しない。また 1830年噴では、アルザスの工業経
営数は200前後，就業者数は45000人であったのに対して，パーデンではその 6分の 1の経営のもとに 1300人が雇用
されていたに過ぎない。 Eusterbrock[1968]， 48・49頁。
867アルザスについては，本文で引用した経営数の統計を参照。パーデンでは， 1834年時点、で，大公圏西南部の工業就
業者数は，綿工業3840人，絹工業 305人，羊毛工業201人という構成であった。 Eusterbrock[1968]， 57・58頁。
船宵 Hau[1989]， 88-90頁。




























































ーデンでは， ドイツ関税同盟加盟後の絹リボン工業の拡大は著しく， Loπach， Sack.ingen， Hotzenwaldなどパーゼル
に近接した地域にひろまっていた。 19世紀後半の拡大で成立した生産拠点は，パーゼノレ商人によって工場形態で設立し
たものが多かった。 1907/1910年，これら国境外の労働者の地域別 ・就業形態別雇用者数は以下である。 Handschin
口979]，46頁。
同じ時期，パーぜノレ企業に雇用される絹リボン就業者の総数は約 1万 5000人弱であったから，国境の外部の就業者
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89-4 1857年，スイスには50前後の金属・鉄鋳造所があったが，そのうち 40以上はドイツ語圏に位置していた。また 1862






















Cie.の関与である。 A.Koechlin& Cie.の出資者である Jeremile RislerやCamilleBau国民が現地に招聴され，工場の立
ち上げや経営指導にあたった。 1840年に行われたターピンの設置では，やはり A.K.oe也lin& Cie.から派遣された技師
Gaspard Dollfusがあたっている。 Zom[1961]. 144・147頁。















スプルックに建設された紡織工場と付設の機械製造所は， MSlschinen-， Band-und Spinnfabrik Innsbruckの社名を持
つ株式会社の所有下に置かれたが，株のほとんどはHerrbWl，er& Rhomberg社の所有であり，また経営も同社がおこ
なった。 1880年以降，この会社はHerrburger& Rhomberg社の 100%子会社となった。これにとどまらず， Herrburger 




















鈎oBesso [1910]， 113-115頁。 Nagele[1949a]， 46-50，129夏。
901 この漸次的な動きは.普仏戦争による領土の変更によって大量現象となった。アルザスのすくなからぬ企業が，フヲ
ンス領内への移転を選択したのである。ただその場合にも，アルザス企業のほとんどが，高ライン地域の周辺部に位置





1838年になってはじめて、コルマー ルから西へ向かう Colde Bonhommeが開通し、閉じくコルマ-}レから西へ向かう











































ィー ンの 38%，ニー ダー エー スタライヒの 31%を凌ぎ，オーストリアで最も高い水準にあり，逆に農業就業者の比率
は、 26%とウィー ンに次いで低い水準を示していた。経済的にはフオ/レアJレベルクはむしろ中核地域としての性格を示
したのである。なお工業部門のうち. r繊維J製造業は 80%を占め，刺繍業4%.化学・製紙 4%、金属電機4%がこ
れに続いていた。新しい産業部門が生まれているものの，スイス側に比すると，繊維産業の重要性がなお高いことが確






























































9ωLenzinger [1936]， 84-85頁。Huber[1890]， 2・3頁。









1798.6.25 ヘルペァイ 124.793 ベルンの通貨体系に基づく体系。銀本位制。
1798.12.10 ア共和国 6.62835 実際には，本位貨幣はごくわずか鋳進され
1799.3.17 へJレベティ 124.54 純度のみ規定 たのみ。低品位の少額貨幣が大量に鋳造さ
ア共和国 6.6149 21と22/32 れる。既存の貨幣の回収はなされず。
カラット
1803.8.11 盟約者団会 127.2375 8.2 15.4436 統一的な通貨単位の使用を各邦に義務づけ
議 6.75819 0.435541 たが，鋳造権は各邦に。実際には基準を満
たさない低品位貨幣が大量に鋳造される。
1804.7.27 盟約者団会 129.2928 前年の規定が計算間違いを含んでいたため
議 6.76113 改定。
1810.6.27 盟約者団会 126.9900 翌 1811年，プフバント・ターラー，ハイ
議 6.74504 エルン・ターラーに対する公定交換比率を
規定。1818年，この通貨制度の失効を確認。
1819.7.14 カントン問 125.5143 8.0977 15.5 19… ン山鮒銀阿佐「




























1825.4.16 カントン間 125.5143 8.1 15.498 6カントンによる条約。金銀比価の変動に
条約 6と213 0.43023 会わせ金の品位を変更。同時期に定めたへ
Jレベティア通貨の回収は当面は実現せず。














































91-t Huber [1890]， 8・9頁。Wartmann[18751. 245・246頁。
































は，アメリカ棉 6フラン，レパント棉・ナポリ棉 3フラン，機械紡績糸 10フラン，手紡績糸 3フラン，漂白 ・捺染綿
布 10フラン，粗綿布一般3フラン，コーヒー，茶や砂塘などにはら12フランであり，その他の植民地物産には5フラ
ン以下の関税が課された。それ以外の商品には，少数の例外を除き， ツェントナーあたり 1バッツェンが諜せられた.
Huber [1890]， 25・27頁。Wartmann[1875]， 301・302頁。
917 Wartmann [1875]. 343・344頁。 Schmidt[1914]，12・18頁。











































































































925 Huber [1890]， 63頁以下.173・175頁。 Rupli[1949]， 145・146頁。
926スイスが， 18世紀を通じて享受したような有利な条件で通商条約を結べるのではないかとの期待もあった。 Scheven
[1920]， 12頁以下， 50・53頁。 Litschi[1892]， 7頁以下。 Wartmann[1875]， 345・347頁。
927Wartmann [1875]， 347頁以下， Schmidt [1914]， 19頁以下。 Rupli[1949]， 34-35頁。 Huber[1890]， 71頁以下。
チュー リヒの主張は，パー ゼノレ，ザンクト・ガレン，アー ルガウ， トウー ルガウ，シャフハウゼン，グラウピュンデン，
ポー ，ティチー ノによって支持され，他方，ベルンの主張には， }レツェルン，ウー リ，シュピー ツ，ウンター パルデン，
グラー Jレス，ツー ク，フリブー ル，ゾー ロトクルン，バレー ，ジュネー プが与した。
928 Litschi [l892]， 2頁。War回 ann[1875]， 354・355，393頁以下。 Rupli[1949]， 40-41頁。 Huber[1890]， 77頁。





























929 Rupli [1949]， 44-45頁。Huber[1890]， 81頁。 War回 ann[1875]， 397・399頁。 1820年6月には絹織物の輸入が
禁止された。 Scheven口920]，68頁。
930 Litschi [1892]， 4頁以下。 Rupli[1949]， 45・50頁。 Huber[1890]， 82， 95頁。 W出・加ann[1875]， 397-400頁。
Scheven [1920]， 71頁以下。































































9:15 Wartmann [1875]， 381頁以下。 rドイツ工場生産者協会』および.その後のドイツ各地での類似の運動について
は，松田智雄日967]，129頁以下を参照。
936フリードリッヒ・リスト口970]，466-467頁。
































938 Studer [1927]， 37頁。Huber[1890]， 96頁以下。 Wartmann[1875]， 410・411頁。
939 Wartmann [1875]， 295・296頁。この条約は再輸出入貿易に対する優遇措置を定めており，刺繍あるいは紡績のた
めにパー デンに輸入され再輸出される商品に対して，バー デンは関税を免除した。
940 Wartmann [1875]， 409-410頁。
9'" ただしその後の交渉の結果，農産・畜産品に対する優遇措置のほか，綿糸および未漂白 ・未染色の綿織物に対する関
税の半減が認められた。 Studer口927]，43頁参照。Huber[1890]， 105頁以下。W訂匂nann[1875]， 355頁以下， 413-415
頁。



























盟規約は，その第 16条で， rすでに盟約者団会議によって承認されている現存の関税・通行税 ・
橋税などは，そのまま存続する」と規定した。抜本的改革は断念され， 1815年の規定に後退し
9<13 Rupli [1949]， 85・87頁。Huber[1890]， 56頁以下。
9H他方，いくつかの主要な街道で交通の促進についての成果がみられた。ゴットハルト峠に関しては， 1826年の協定
で5つのカントンが合意し，馬車道の整備の義務，共通の通行税の採用，運送業への自由競争の導入などが定められた。





































の基礎となったo Emminghaus [1860]， 184頁。







































fH9 Rupli [1949]， 123-128頁。 Huber[1890]， 119頁。


































9:>2 Huber [1890]， 180頁以下。 W訂 tmann[1875]， 415-417頁。
:>:¥ Huber [1890]， 122， 155頁以下。 Rupli[1949]， 129頁以下。 Wartmann[1875]， 434頁以下。 Schmidt[1914]， 
49頁以下。


















































































































派もある程度関税統一運動に関わっていた。 Rupli[1949]， 203・204頁。 Ru節eux口986]，670頁以下。
963 Sch皿idt[1914]， 47-48頁。リストの理解では，スイスは「正常な国民 (normal皿泌igeNa針。n)jではなく， r諸
自治都市の集団をなしているにすぎないJ。リスト口970]，238・239頁， 375-376頁。











































































製品見本や機械の取り寄せや，外国の工場への人材派遣などを行っていた。War加 ann[1875)， 341頁以下， 358頁以下，
378・380頁， 420頁以下。
971 Rupli [1949]， 135頁。
972 Schweizerischer Handwerker-und Gewerbevereinと称される場合もあり，一定しない。連盟は，上部団体の目的
に反しない限りで行動の自由と独自の組織をもっ地域団体の集合体という形をとった。本部はベルンに置かれた。























973 Bloesch [1928]， 405頁以下。 Rupli[1949]， 166・167頁。連盟は，産業博覧会の開催にも積極的であった。
97-1 Signer [1914]， 21頁。 1856年にいくつかの地域的な協会が結集してVereinschweizerischer Landwirtが組織され
た。また 1863年には Schweizerischer Landwirtschaftlicher Vereinが形成された。他方，農業教育のために酪農協会
や果樹協会などが結成されたが，し、ずれにしても，農業が保護関税要求の主体となるのは， 1870年代以降である。Gruner
口956]，42・43頁。
975 Lampenscherf [1948]， 12頁。農業部門最大の輸出品目はチーズで，家畜 ・バターの入超を埋め合わせており，こ
れに木材輸出が続いていた。 Kolb[1859]， 10・11頁。
976スイスでは，建設業を含む工業就業者総数のうち，綿工業は， 1800年51.49%.1850年25.51%. 1880年 11.85%
と次第に比率を低下させながらも，重要な位置を占め続けており，綿布を主として用いる刺繍業を合わせるならば， ー




その他，チーズの 1000万フラン前後，木材の 500万フラン，麦藁製品のふ500万フラン程度が続いていた。Kolb[1859]， 
10頁以下。
977 Gonzenbach [1846]. 1846. 23-24頁。















































































































































983 Rupli [1949]， 168頁174頁，およびWartmann[1875]， 444-448頁を参照。
98-1 Wartmann [18751. 445頁以下。
985 Rupli [1949]. 178頁以下。 Hungerbuhler[1847]。





































た。つづく第 24条では， r連邦は，盟約者団会議によって承認あるいは認知された関税 ・水路






















































この連邦憲法の規定にしたがって， 連邦の 7省のひとつとして 1849年に通商関税省
(Handels-und Zolldepartement)が設けられた。 徴税事務においては言語的・ 地理的条件が







993 Rupli [1949]， 190・191頁。 Dasschweizen.sche Zollwesen [1948]， 19頁。
994 Huber口890]，199・201頁。 223頁。 Wartmann[1875]， 449頁。 Rupli[1949]， 190頁以下。





























996 Hofmann [1962]， 55頁以下。 Huber[1890]， 209頁以下。 Lampenscherf[1948]， 10頁。 Schmidt口914]，67頁。
鈎 7Huber [1890]， 210頁。 Signer[1914]， 15頁。チューリヒでは，スイス最大の機械メーカーであるエッシャー・ウ
イス社が鉄保護関税に反対した。
99H Lampenscherf [1948]， 14頁以下。 Huber[1890]， 222頁。可能な限り既存の税を廃止する案に対して，スイス工
連盟は，若干の内国関税を残しでも国境関税負担を低く押さえることを主張していた。保誼関税への警戒感がきわめ
て強かったことが窺われる。なお，連邦関税法制定後の 1850年 11月，スイス工業連盟は運動の目標が達成されたとし
て解散した。その後， 1870年に諸経済団体の上部組織としてSchweizericherHandels. und Indus廿ievereinが設立さ
れている。 Wehrli[1970]参照。
9~ Huber [1890]， 211頁。 Lampenscherf[1948]， 16頁。 Wartmann[1875]， 449-450頁。
削 0憲法の規定によれば，通過関税の廃止は連邦の義務であったが，その他については連邦はその権利をもっとされた。
したがって連邦がこの権利を行使しないことも理論的にはありえた。







こうして成立した 1851年 8月 27日の関税法の関税率は100"， 1878年に一部変更があったもの














A.駿馬あたり， 1， 3， 20Btz 
B.個数あたり， 1/2， 3， 20， 40， 120， 200， 400， 600B旬
C.価格あたり， 2， 5， 10% 
D.スイスヅェシトナーあたり， 1， 2， 5， 10， 15， 20， 25， 50， 100Btz 
輸出税
A.鞍馬あたり， 1， 2， 3， Btz 
B.個数あたり， 1/4， 5， 10， Btz 
C.価格あたり， 3%，5%
D.スイスツェントナーあたり， 1， 5， 10， 15， Btz 
通過関税









l∞5 Emminghaus [1860]， Zweiter Band， 49頁以下。
1006スイス東北部の経済の柱である綿工業に関する関税率を例にとるならば，綿糸輸入関税ではドイツ関税同盟のおよ












































人口 関税粗収入 補償額 旧税収額を 100と 1人当たり補
(人) 1842-46平均 (旧フラン) したときの補償額 償額
(旧フラン) (旧フラン) (旧フラン)
ベノレン 407913 211407 175000 82.8 0.42 
ウー リ 13519 64655 54000 83.5 3.99 
フリブール 91145 45830 37000 80.7 0.40 
ゾーロトウJレン 63196 34897 32000 91.7 0.50 
ノくー ゼル都市部 24321 114263 104000 91.0 4.27 
ノ〈ー ゼノレ農村部 41103 46872 45400 96.9 1.0 
シャフハウゼン 32582 50828 46000 90.5 1.40 
ザンクト ・ガレン 158853 128420 118000 91.9 0.74 
グラウピュンデン 84506 325289 210000 64.6 2.48 
アールガウ 182755 132229 107000 80.9 0.58 
トウールガウ 84124 49829 45000 90.3 0.53 
ティチーノ 113923 323250 190000 58.8 1.66 
ボー 183582 168990 152000 89.9 0.82 
パリス 76590 115224 70000 60.8 0.91 


















































1013 Wartmann [1875]， 463・467頁。 Signer[1914]， 37・38頁。 Schmidt[1914]， 86頁以下。
1014上の註に述べたユダヤ人に対する差別的条項は，この条約によってまずフランス国籍のユダヤ人に対して廃止され，
2年後の連邦憲法部分改正で一般的にも廃止された。
1015 Wartmann [1875]， 471・172頁。 Signer[1914]， 39-42頁。オ』ストリア ・ハンガリ一政府は，自国に再輸入され
る商品には優遇措置を与えなかったが，スイスに再輸出される商品については戻し税によって免税とした。 Schmidt
[1914]. 97頁。
































1018 Huber口890]，236・238頁。 Bauer[1929]， 246・247頁。 1864年，連邦とグラウピュンデンの聞で，すべての関税・
通行税 ・橋税の廃止とそれに対する補償のための条約が締結された。同様の取り決めが， 1849年の条約の改訂として，
ウー リとの聞でも締結された。他方，アルプスの峠道で運送業者が維持していた排他的な特権は，ウー リでは 1849年
に廃止されたものの，グラウピュンデンでは 1861年まで存続していた。





みで連邦の支出を十分に賄うことができた。 Gariel[1912]， ~~9 頁以下。
1021 Schmidt [1914]， 100頁以下。 Lampenscherf[1948]， 25頁以下。 Signer口914]，47頁以下。 Gnmer口956]，56 
頁以下。 Bosshardt口945]，169頁以下。
















































































































































1026 Wrubel [1897]， 3頁以下。 Gubler[1915]， 30頁以下。
1027 Wrubel口897]，14頁以下ロ Gubler[1915]， 36頁以下。
1028 1837年に設立されたミ zルーズ=タン鉄道では，株式予定額 2500万フランのところ 4000万フランの資金が集ま
































































ーにしていたといえよう。しかし， 1840年代初から 1850年代にかけての 10年余りの間，スイ
スで鉄道事業が停滞したことは，他国での進展とは顕著な対照をなす10350
1031 Gubler [1915]， 214頁以下。
1032第7章参照。
1033 Gubler [1915]， 247頁以下。
1034 Gubler [1915]， 225頁以下。






代半ばから 1850年代半ばの 10年についてのみ妥当するというべきであろう。 Fritzsche/Lemmenmeier (1994]， 109 



















































































































































































一持 ケーブル式 ，・ゆ崎 ~ ~ 







~ 圃.回国-・ 固， .圃.田園
]圃， 園田




出典:Historische 81臼tistikder Schweiz， [1996]， 769ページの数字から筆者が作成




めとするラ yクレーノレ機構を用いた山岳鉄道線は， 1871年に最初の路線が開業し， 1890年頃に








や吸収によって次第に集約されていった。 1861年に16社あった鉄道会社は， 1872年までに 10
社に減少し(地図参照)，さらにこの年のスイス西部での合併で4社体制となった。ここでこの4
社に至る過程に触れておきたい10490



























調達を行った。 Craig口988]117頁以下。 Leupold[1901]， 14頁。.








































































1053 Vol皿 ar[1902]， 277頁以下。 Gerlach口986]，121頁。
10M Strebel [1980]， 21頁。 Volmar口927]，5頁以下。
叫 5ただし，ベルン国鉄の系譜を引く「ジュラ=シンプロン鉄道Jの場合にはこの限りではなく，各カントンや自治体か
らの代表は取締役会でも無視し得ない比重を占めていた。








































































































1061 Guggenbuhl [1948]，501頁。鉄道は， 1860年以来内務省の管轄とされていたが， 1873年には新設の鉄道・商務省
の管轄となり， 1878年には郵便・鉄道省が設立されて権限が強化された。なお， 1874年4月の国民投票で承認された
新憲法は，その 26条で「鉄道の建設および経営に関して法律を制定することは，連邦の管轄事項である」と明記した。
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